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五行 I ~ I 

わが国における愛がん動物の長，iJTf形態は、この政i1445いろいろな理由によってかなり変造し

てきており、それにともなって愛がん動物における疾病の航知や発病状態も変ってきている。

とくに部iJjにおけるけi街地では、広]境mill代:.，nluTf条件が政しく、大型の!日j物を削訂することが

凶難な状同と卒り、小型でbí~ 内飼育の犬や猫の自，dit i.l;多くなってきている O また、安がん動物

の晴好性にも変化がみられ、一般的には雑純の動物よりも純粋純が好まれ、系統的に ~Ulî され

た toy系の愛がん動物が多く飼育されるようになってきたO このような愛がん動物は、その大

部分が屋内で家政と liiJ屈する状態でftriJ訂され、食糾もペットプ ドかあるいはその動物の晴好

性の高いものが好んで給制されている。また、 vaccinationが普及すると同時に、由主の疾病

に対する知識の普及、さらには獣伝nlliにおける診僚以術の向上とあいまって、動物の平均寿命

はかなり延長してきている O

愛がん動物における寿命の延長は、その剣百五l境や食仰の内容あるいは系統繁舶などの版凶

から、老年性の疾忠が多くみられるようになり、とくに犬では心疾，也、皮!出'疾，也、 ul止決，也、代

謝異常あるいは先天拠常などが柏J)11する傾向にある。尖際の小助物臨床においては、このよう

な疾患の場合、音主からその動物の生命保存のために、かなり professionalな診械を要望され

る場合が多い。愛がん動物における老年性疾忠の診肢は、動物の稲美nが多岐にわたり、小型で

あると|司H、?に市主の疾病に対する過敏1'1:から かなり 4Y妹でおi11軒なaI会披技術と、民病に対する

高度主知識が要求されるo ts.かでも心掛;忠の診jj誌は、 Vii.5;1 {，;~の臨 L-k杭在技術が&1$であると同

時に、その検査法が fieldの臨床において尖際に活川し仰ない場合が多いことから、 f i e ldの

臨休家はこの;fiJiの診般に苦慮しているのが現状であるO このような現状を打開するには、愛が

ん動物に発生する個々の心疾忠において、 fieldで観察し得る検査成総とその的態理論を対応、

させ、 fieldの検査結果をもって、県論的に診断し、治掠対策を誹ずる方法を考えなければな

らない。

そこで著者は、呂常的診躍において、心扶:忠のうち最も多く避iきする犬の僧侶弁出鋲不全症

について、可能なl民り臨床診断のための検査を史砲し、臨床例における診断揺針を総Lちすると

同時に、実験的iこ的平ii芳iお鋲不全を作成し、本症におりる病患発生をJl民主的に観察した O その

うえで臨床例の検査成総と対応させ、 f icl d における tí'U"}~診断の梨付けとすることをよ!的とし

てとの薪究を行なったO

犬の{陸艇弁l!fj鋲不全症について、諸外国においては 1913年以からの報告がみられるが、本症

における理論的な検査成績についての報告誌 1950年後半から多くみられるようであるO 本症に

おけるこれまでの報告について知札る限りの結出で校 2はしてみると、臨床的な立場から、 De-

t we i 1 c r ， D. K・ら 4)は 4，831yJ{の臨床併を観察して、その 8.1qó に的中ii 弁綜手WilÎ~が sitめられた



という O その臨床経過は 2- 3才ーから始まり、 5 - 7才で収納.WJ心内雑;!?が聴取され、 8 ~ 9 

才で左2tiの機能FIAt!?を旦し、 10-12才でうつ fffl性心小令ーにj住民すると W{!i.しており、本主主が:i¥:

令の頃から発病し、老令に至るまでの長い病勢経過を示すものであることを示唆している O ま

た、 Ettinger.S・J・らめは、臨休(!なに的中U 1f線 *fgî~ における j，îj WJ別分知をつぎのように観察

している O

を示すものを第 11j丙則、心機能代償不全の症状がゆlらかなものを第四 hIjjPJ、心不全の状態に陥

ったものを錦町病WJとし、臨床症状をm点的に観察して実際の fie!dにおける臨休診断の指針

リj
としている O また、 Hamlin .R. L ・ら は、的中日弁閉鎖不全症の X線診断法として、つぎの st-

ageに分類している。右主壁の最大防任部とお胸郭出との IUJ陥を R、k.室壁の故大{i(i住部と左

j胸郭壁との|吋陥を Lとし、左})jをLAvとした場合、加 lの stageではI<. L .がjl:常で、 LAv

の突出がみられる O 抑 11の stagcでは R.Lともに制少し、左右心室の拡大がみられ、 LAvが

突出する O 第四の stagcでは Rは拡張し、 Lは極度に縮少して左室拡張が著明となり、 LAvの

突出は著明となる O 錦町の stageでは Rが和i少し、 Lは比較的正常に近く、 LAvが若ゆjに突出

し、同室の拡張がみられるもの、としており、{白山弁閉鎖不全佐の病勢経過における心臓の形態

19 ) 
的な変化を、 X線学的に詳仙しているo Wallace .C. R.ら 位、心百凶学的に慢性{白山弁線維

症に起因するうフ血性心不全の心平均屯気軸は十 l∞。であれ観察した定例の53ゐに不整脈が

みられたという、また、右心肥大に僧ijl日弁と三尖升の閉鎖不全が合併しているときは右軸伽位

があり、代償JgJにおける心平均電気料は660であるという O さらに Ettinger.S・J・ら 5jtL 心

音凶学的に的'Pii升線維症の初WJにおいては、部 Ii}の強践がみられると報告しているo Walla一

19) 
cc.C・R・ら 1ま、泊中立弁線維症iこおけるぎIL正をおj定し、以静脈正は o~20rnmHg、 n，!i lli}J}1I長正は

3お5~5日5πm江町r汀叶r

10) 
{曽輯弁閉鎖不全症の絹理解剖学的な報告では、 jones，T.C.ら な、 404例の部挨を行って、

2) 
その 34手伝に慢性弁11史紘まf~11Ë を認めたという o Das.K・M・ら は、 550 s'ijの剖検で4296に慢性弁

設線維症を認め、その239ó が雄で18~診が離であったという O また、的手ij弁グフ民常は、弁の賠j豆、

17) 
ブ子葉端の灰白小島ij館、あるいはブ1・の委縮がみられるという o Stl'Jnzi.H・ 江、 789仰の部挨で、

1V 
11手伝 iこ典形的な慢性:1r-校総経症を認め、 Kεrsten.U. は 343例を前夜し、その52手伝に心誠弁践

の呉需を認めたという O この場合、俗説j夫1'-)'6鴬だけが認められたもののうち、 68絡が維で:{296

16 ) 
が雌であったという o Sheridan.j .1'. は、 100例のt'ifj検を行なって的桁1r-紘維症が3Mbに

13 ) 
みられたと報告し、 Lundh.T・ 1之、 1 1.574 s'Hのfilj検を行なって62部iこ弁呉常がみられ、 62

合'Uの弁共常のうち、{首脳弁兵常が 54.89oにみられたという O

12 ) 
病理組織学的には、 L11ginbLiIi，H・ら な的平日弁線維症の弁小葉は謬質線維症、弾性線維症、

水龍、基質の増大、ときにはアミロイドの沈着、あるいは出血による肥厚などがみられるとい



18 ) 
うO また、J、Wn叩広11l'r ，Bβi 

15 ) 
合織の基質が最も早く変化すると報告している o Pomerance，A・ら は犬と人の心肱1H具の変

化について病理組織学的に比較しており、その州変には、共通する部分もあり、相違がみられ

る部分もあるという。

{首脳弁閉鎖本金症の的l羽については、いろいろな批察がなされているが、 Angrist，A・1iま
可能性のある絹凶{山梨ぷとして知的性心内股炎、ウイルス j~t: HJ民炎、自己免疫あるいは外問的

7) ~) 
抗原による反応などをあけている o Ha 11 er， J ・A・ら は、実験的に的附弁の肱2主を切断して

語路:弁閉鎖不全誌を作製し、その hemodynami cs と kM正の没{じによる正 1111綜の!吟~えを行なって

いるO

これらの報告から考祭するに、的出弁I!{lff}j不全症は、犬における後天性心疾忠として20-50絡

の発生率を示し、比較的若令の頃から1也出、し、山令に来るにしたがってそのがJ態は進行するO

そして絞殺的iこはうっ血性心不全に出るもののようである。また、離の場合よりおHこ発生*が

多く、その帰国は感染、免疫反応などが想定されている。さらに臨床的に{首脳弁閉鎖不全桂を

診断する方法として、臨床症状から病期を分類して判定する方法、 X線学的iこ心強の形態的な変

化を判読する方法tJ.どが応用されている。前理所比としては的中日弁の線維性別生の所見がみら

れるものが多く Jこのような所昆から慢性弁放線維11Eあるいは{首脳弁線維症と呼称されるに至

ったと怨定される。しかしながら、これらの報告では、部検によって他出弁の兵常あるいは線

維症を発見したという報告が正倒的に多く、ついでi出比的にこれを診断する方法についての検

討が立されており、的組弁IU-j鋲不全によるがJ態発生を系統的に絵討した報告は比較的少ないよ

うである O

信組弁侍i鋲不全の発現機構については、さまざまな考え方があるが、これを大きく分類した

場合、阪能的伯中日弁閉鎖不全世; FunctionaI mitral ins uf f i c iencyと器質的僧帽弁閉鎖不

全症 Organic mitral insufficiencyとにわけられる O 機能的倍平ij弁関鋲不全症で誌、左

心室が何らかの原凶で正常域を越えて拡張した場合、左室遊自fU立がjjj-心性に伸張するが、それ

ぞれの挺宗または弁輸は伸長しないために、二尖弁である{首脳弁の中隔ブfと遊離弁のおjに向践

を生じて閉鎖、不全となり、心収縮JVJに在室からlE.JAへIUl行の逆流が起る。このような機能的僧

悩弁閉鎖不全症は、人ではうっ血性挟忠に多くみられるという u ~:~質的的平U 1r閉鎖ィ、全症は、

僧脂弁の弁始または雌宗に感染あるいは、血行県常による物型的な刺戟によって炎症、線維増

生、萎縮、肥厚などの器質的な障害が発瓜し、弁口が不拡j肢を長して閉鎖不全となり、心収縮

j切に左室から左wへlfIl行の逆流がみられるものであるO 人ではジフテリア、 リウマチスあるい

はウイルス性感染などによって多く発生するというりまた、機能的伯附弁閉鎖不全症では、心

収縮却jに逆流血行を生ずるが、心biiq長NJにおいては枕人路の異常をきたさないo しかし、 2iJ質



的僧帽弁閉鎖不全症では、心収縮WJに逆流血行が生ずると同時に、拡張期においては流入路の

狭窄をともなう場合が多く、機能的的 r~1l弁閉鎖不全1JE に比較してその 1，ii1L~ は nü交であるというO

犬においては{首脳升閉鎖不全の州凶が明らかにされておらず、人の場合と川様に感染や免疫

反応もなどが恕定されているが、その言E明はなされてい立い。一方、犬では心掛i機能が人の場合

と異なり Jぅlつ血性陣5!?を起し易い。例えば犬の心4l'1数は 80-120/分であり、呼吸数は 30

- 50出/分に達する場合もある O これに腕感染、 ijij動i'l(Jjあるいは環境変化などの外国的要素

が加わった場合は、 HHiうっlÍJlが起り易くなる。このような京!J~が機能的{首脳弁閉鎖小全を誘発

し、逆流量i行の物型的立料戟が弁総司炎症を生ずる結来、結~*fËj生のitYJ生が発現する場合も多い

と考えられる O すなわち、 うつ血性障害が機能的的ijJUJr-IU怯1'1不全症に進展し、それが慢性的に

経過すると弁輪の器質的な兵常を呈して、器質的拍車ii弁閉鎖不全症に務行するものと怨定され

る0-この場合、左室から左房への逆説迎行が、弁斡の器質的1J?::11;を招来するか否かが問題であ

り、本症の病態発生を理解するために極めて重要であると考える O そこで著者は、実験的iこ機

能的僧娼弁閉鎖不全ならびに器質的地椙弁閉鎖不全を作成して、その病態を臨床仰の病態と比

較検討して考察を加えることとしたO

第 1:享 僧Ip日弁閉鎖不全症の臨床例

日常の診療において、的中ii升閉鎖不全症を発見することは比較的容易であるが、その病勢経

過の判断、{自の疾忠との主H症鑑別ならびに合計症のi診断iこついては必ずしも容劫でiまない。著

者は{首脳弁閉鎖不全症の臨床診断における指棋として、日!i!診による心内雑音のi出取、発咳、胸

水、腹水、肺水経ならびに心不全などの徴候あるいは品年令、肥満、飼育環境なども参考とし

て、日常の診掠，也市から pi c-upしてみると、 2 年1i\Jに約80{91jの伯山弁閉鎖不全JIÍ~ とみられる

症例が観察されたO これらの症例のうち、外来診械のみで臨U~枝子tまたは{首相升符j鎖小全症と

しての確定診断が向られなかった症例もあったが、大部分の症例において可能な限り心電凶、

心音凶、 X線検査を実施して本症の確認を行ない、それに対する適切な処位を行ったものであ

るO しかしながら、小動物臨床における伯附弁|別鎖小全1(EのfH治H.tt.tは現在のところ臨休的に

は極めて副知fであり、したがって、延命効果を計る保存続法また対症脱法を行ない、その向に

姥死した，也市は可能なIIHり音IJ検を行なって、臨床検交の成総と文打i:;させて観察した O

第 l節 症例の 検査方法

過去、 2年間に実際の診誠忠市のうちから、無差別に一般臨休症状ならびに雌診所見を中心

として観察した結果、{首脳弁閉鎖、不全症とみられた症例は総数80{y-1j余りであったO そのうち血



液、 X線、心電i刻、心音凶あるいは心内圧検在などによって、的中[j弁閉鎖不全佐が確認された

症{持法46{yljであったりこれらの京例における臨床的な枚生方法lよ犬純、年令、jfJ:})I]、体mを観

察し、市主よりの票告を綿密に JWJf~した O また、食欲、元気、栄詫状態などの一般状態を観察

し、とくに結診を級建立行立った。これらの成紙について Ettinger，ならびに Hamrin. らの

即興分類委参与として、症例における州の判定をfiなったO 的jVJの干判定水準はっき‘の第 l副

知J-第野病WHこわけて判定した O

第!長期、聴診によって的出弁口部を最強とする収縮WJ心内雑1Tが聴取されるが、臨床症状

が全く発現していない症例〈心代前不全の症状がみられない症例 )0

第 i病WJ、{曽輯弁口部を最強とする収縮JPJ心内雑去が聴取され軽い辿助、早朝または夜間に

毎日発展がみられるが、一般状態には若変がみられない症例(心代前不全の初期症状を呈する

症保)0 

第血病期、{曽~白弁口部を最強とする i畏縮Wl心内雑苛が強く聴取され、発展舗が進行し、 日中に

おいても発壊して桧疫がみられ、なかには肥治しているものもあるが大部分のものは栄設が低

下して i自民する O しかし、食欲、元気はあまり没花がみられず、ti!~夜Jlli否もみられない佐例

〈明らかに心代前不全の症状を発現している症例 )0

第百病則、{首脳弁口部を最強とする収縮却j心内雑音が強く聴取され、 j耐水またはJlli水を呈す

るもの、一般状怒がNl~1むし述1ib拒否がみられるもの、発咳が進行して崩i7.主題!の徴{援がみられる

もの、突発的または慢性的に明らかな心不全の徴伎がみられる症例(心代償不全に陥った症例1)0

以上の症例は口市の診試でで検査が可能な;fQ'i出で実砲したが、必ずしもすべての枝子tを 1沼iこ

実施したものではなく、日時を経過して逐次に検査を行なった症例もあるb したがって、例え

ば心電図検査を実施した数週間後に心音信i検査を行なったものもある O したがってその間に多

少病勢の推移がみられた症例もあった。また、上述の病JtJ判定を行なった46{yl]の痕例のうちで血

液、心電図、心音臥 X線、心臓lfll管内正、血液ガス枝先ならびに部倹は、検査が可能でめった症

例について実施したもので、 46例の症例に対してすべての検査を実施することは、臨床上不可

能であったO

第 2節 僧帽弁 閉鎖不全症の症例

日常の診掠忠商のなかから、 at ran dom に的中i17F閉鎖不全症が疑われた症例を pic叶 pして

みると、約80例余りが観察されたが、これらのうちから梨告、臨床症状ならびに肱診耐凡など

によって、確実な雨期の判定ならびに予後の経過が観察可能であったものが46例である O これ

らの症例はTable 1に示したように、犬総別にはマルチーズが25例で庄倒的に多く、ついで紳

が10例、新t種 4{91]、ポメラニアン 3fタ'1]、プードル 2191]、シニL ナウザ一、ヨークシャテリア各 1



例で、大部分が toy系の小型犬稀であったの年令別には;j-15才令で、そのうち 6才令以上の

ものが43例を占め、 10才令以上のものが22例であったO 性別では雄27例、雌19例であったO 体

重は1.5- 17.0 kgであったが、 2- 3.0 kgのもの23例、 4 - 5.0 kr;のもの17例、 7.0 kgのもの 2例、

その他1.5旬、 10.0 旬、 17.0 k.gのもの各 1{JJjでLE倒的に 2- 5.0 k.I)の小型犬が多かったO 病別

については第11州WJのもの18例、第 1州WJのもの 5例、第 1111rii WJのもの11例、第 IV1JIi WJのもの

12例であったO このような病則を示した症例の一般状態は、 tnl病WJならびに第日病Wlの病勢

を示した症例ではお Lむね元気、食欲ならびに栄夫は在sW:状態であったり知 11110i WJのものは食

欲減退、元気11~~ の状態を示し、なかには栄在 fl~ 下がみられる症例もあったり第日『荊 J~J のもの

は第 m 病 Jmのものより一般状態が}tl~1じし、食欲廃絶、JilifYJ拍子Jあるいは急性心不全または慢性

的心不全の末期的状態を示すものもあった。これらの症例における上診理由は、第 l病JQJのも

のでは市主も全く忠市の心疾忠に気付くことはなく、世rιli診断あるいは他の払乙也で上診された

場合に発見された G 第 E病Jmの症例は朝または夕方に乾性の咳を発するという理由で上診され

たものが多い。第1lI病 J~Jの病勢を示す症例では昼夜にわたる強い発咳あるいは幅吐または桧疾、

呼吸の異常という型山で上診者れたものが多い。第 IY絹WJの病勢を示すものは急激な呼吸の異

常、腹水、鼻汁あるいは失神するという理由で上診されたものが多いo 第 l病期から第 IY病期

における症例の病勢経過と予後は、治i説経過中または経逃観察中に箆死したもの17例、現在も

治療経過中のもの191JU、安楽死または予後不良で剖検を行なったもの 8例、治械または病勢の

好転がみられたもの 2例で、倍弱弁閉鎖不全症の予後は極めて悪いものであると同時に、比較

的急性な病勢経過をとるf7Jjもみられるが、その多くはかなり慢性的な病勢経過を経て、最終的

iこは心不全iこ治ってタどの転却をとるものが多かったO

このような病態を示す;j6f71jの臨床仰において、一般的な臨床症状の観察、血液検査、心電図

ならびに心音菌検在、 X線校五、心誠i血管内tE検主ならびに部検を、可能な症例について実施

し、犬における{出現i弁明鋲ィ、全症の病態と臨比診断H1.Hの擁立について検討したO

第 l項 一般臨涼主主扶

上診された忠由のうちで、第 i病WJから第百 fijiWJの病勢を示す46171]について、その現症を許

総iこ観察してみると、 Table 2 Iこ示したように、 1併をi咲いて{告のすべての併で、総診による

明瞭なJl)(縮WJ雑音が聴取されたO この収縮WJ雑音は、病1mの進展状況によって、それぞれ強弱

または雑音の typeが呉なるが、 i法診所克ではこれを判別することが不可能であったO 雑音の

聴取できなかったぬ 7の症例は、心不全の末期に近い状態の症例で、呼吸音の爽雑によって判

期不可能なものであったO

発咳の程度はifi主が全く気付かないものを(-)とし、ときどきみられる紅j交のものをたけと



したO また、夜間または ll~J:lJJにAIIみられるものを(i i)とし、 Hf支A枕して先IIsLf); Je~ がみら

れるものをく掛)としてみると、第 I117jWJのものはお Lむね(-)脱皮であり、 U~ H雨期のものは

〈的、第Iil病1OJ-第百病mJのものは (HI)に相当し、約Wlのj住民と発!以の引度はお Lむね比例す

る傾向にある。このことは fiむ ldにおける的事ii 弁1~.ljJ1不全京の臨広診 ItJr 指針ーとして、弛めて m

要な cllnicL!:i♂nであったO 呼吸状態は発l反の峨とあまり関係はないようで、(十)程度

の発咳を示す症併においても、現症では呼妓IM~ít またはIlf政促ill の状態を示すものもみられる

と同時に、忠告の多くは toy系のhill組でトあることから、出肢の変化によって若しく呼吸の変化

がみられるO しかし、全般的には第 111- お1\'雨期の的勢を示す ~j主併では、呼吸 t1H主の状態を不

す主主:併が多かったO 浮股あるいは腹水を示す症例は比較的少なく、かなり病勢の進行している

第百~第百病JPJの症例においても、あまり発現しなかコた。疲労のね疫ーは約WJまたは発咳の程

度とかなり関連があり、 tnI病j出のものではほとんど市主も気付かない程度であるが、第 11病

耳目のもので、は原性に欠打、犬坐姿勢で杯必するものが多い。第 mf~J jUJのものでは、つねに犬坐

姿勢で休息し、Jili!fVJを課してもこれを拒否する状態を示し、明らかに能怠感を呈するものが多

かったO また、第 lY病WJのものは、犬坐姿勢または杭臥姿勢で休息し指定、感が強く、 Tff主が鼓

舞してもあまち呼応せず、切らかな運動的訟を示す定。IJが多かったO 出WJが進行し第 IV病JUlを

示す症例のなかには、一過性の転倒または失tll'状態をノjミす ~IÎ~例もみられたO その他的努の進行

している症例では、間I7J(琵によるとみられる非nの説:世がみられるもの、運動負告によって強

いチァノ ゼを示すもの、打診によって胸水や!JFIl'H大がみられるもの、あるいは的中ij弁間鋲不

全症とは関係のない合併誌がみられるものもあった。一敢に的中ii弁閉鎖不全出は、かなり慢性

的な病勢経過を経てしだいに州勢が忠化する傾向を示すので、その1，ii勢経過の進版状態を観察

する目的で、臨床検査の可能であった46例のうち 7例について、 6~ 14カ月にわたって病勢経

過を観察してみた O その成績は Table 3に示したように、ジギタリス僚仏二あるいは症状に応じ

て鎮咳剤の投与や、感染の換われる症例では抗生物質の投与などの治療を行なうと Ir昔時iこ、音

主に対しては食倒やJlli動あるいは環境の調整など保存政法の指導を行なったが、いずれも治癒

した例はみられず、病勢の進行が抑制されたもの 4例で、他の 3例は 6~14カ月の簡に、 tnl

ffIi期ないしは第日病j引の州勢から銘 111j~WJ の病勢へと i並行したO この州勢進行にともなって、

発咳の程度は強くなり、浮出iまたは脱水の発現がみられるようになり、政労の程度は強くなっ
'J‘ 

たO また、心雑音も漸次強くなったが、転倒または失利iを示すような所見はみられなかったO

しかし、病勢の進行した 3例の定例のうち 2例は、 6~ 9カ月で治械をl祈念し、その後は急速

に病勢の進脱がみられて 6~ 8カ月後に先死し、 1{y"1jは治低経過中に第町病JUlに進行して姥死

したO 州勢が事11~!JIJ されている 4 例はいずれも現在加出 rll で、 8 ~12カ}]を経過しているが、こ

れらの症例も加療によって延命効県をあげられているが、やがては州勢の進行がみられ、先の



転却をとるものと予想されるO

第 2項 血液検査所見

toy系の，也市は小型で体重品が少なく、採血してすべての血液検むを行なうことは実際の臨

ítU:秘めていほ1ftである o したがって、若者は的~Jl j Jr I~'I JtI 1 ~'ÍリI'I~ における J(ll 政~!1tの主 fl 的を、

忠告の risk を判断する指仰とし亦血球 ~ùHí北、 JÍl l採総 ili I~J 1，(、ぽ主主f孟笠来、白血球数ならび

に mf の検出に限って枚五したO 血液検五の可能であった~，E 例は40{91]で、その他の 1à~ 仰l は市主

の拒否あるいは病勢の進行によって民lfllがイ什lJ能でd;)った。

血液検査の方法は、亦血球容杭比は毛細管法で、 lÍl l~民総i.h 白は U1L:の蛍白討をut月jしたo ま

た、尿素態宗宗の担iJ定はユニ system.一部をペ ノ ζ 法(アソd ステ i :;1クス)、白血誌数はノ

エバウエル計算似を使用し、 mfの検出は塗沫法および柴山71をiiったo40{9Uにおける血液枚

査の成績は Table 4に示したように、 HtIl立は 29.0~ 59.0 ;'Oの範凶であったが、，fo.o9o以下の

症例が 8例であり、 45.09o以上のものが18例であったの Ht仙の向い1;E秒Ijはいずれも第四病JUJ

~第百病j¥:I]の病勢を示していたO また、 Ht Úflの向い 1Ii~例では T. p. f~i もよ~;Jい傾向がみられた

が、 Ht値の低い症例は必ずしも T.P. 他が m~いとは|彼らず、街段j血液の浪紡現象または稀釈

現象すなわち循~1障主ならびに組織代謝 I~手当がみられる所凡であったo BUNは10fTほ/dl以上

を示した症例が 6例で、その他の大部分の症例ではあまり若変がみられなかったoW・B.C・は

第E病jUJの病勢を示した例では、比較的地加がみられたが、その他の例ではあまり著変がみら

れなかったo mfは 1{9Uに検出されたのみで、その他の例ではすべて陰性であり、犬糸状虫の

寄生はあまりみられなかったO

第 3現 X線接査高見

{首帽弁閉鎖不全症においては、病態または病勢の進行にともなフて心臓の形態的な変化を示

すことから、一般臨床投査所見についで X 線検査所見が的r~ìì :tf閉鎖不全症の有力な診断指標と

なる C そこで著者は、倹査可能であった46例の臨比例について X紘検1f.を実胞し、その成総に

ついてできる製り詳説!な吟味を行立ったo X 線検査法は大部分の忠市で無成時~-f\ IA臥位で背

腹方向槻影 (D-V)または仰臥位で腹背方向射影 (V-D)、ならびに右砧臥位で左側方向出影

(L-V)または左横主人位で右鵠方向撮影 (R-V)を行なったが、なかには全身掠降下で鉛影を行

立った例もあるo指影条件は、芸放式 KI07、 6OKV， 300mA会 sec.1M:影距離80cm.とまた

略放式CDC-LA、70KV、 400mA品 sec.撮影距離80cm.で撮影したoi111JmAは制;によっ

て条件を変えたが、同機訟ともに42KV~50KV の範山内で桜影したo X線撮影を行ったのち、

その X線写真から心拘郭比ならびに左右心室詑を討減したO その方法は Hamlinの方法iこ従っ



て計測したO 心陰影の変化、心wai st，気管の変形ならびにfllli肝の観察については、 Ettinger，

の観察法を参考とした。

46{9Uにおける X線写真の読影所見はTable5-1-2に示したように、第 l病j切ならびにm11 1IJ-f WJの

病勢を示すものでは、心胸郭比が 49.0- 69.8 S'oであり、左右の心室比は 1: 0.8 - 1 : 2.8であっ

たO 心陰影像は b っ V または V-D 像で、大部分の例で!r:JA陰影の i刊大がみられ、 23例 q~1 ofYU 

では、左室陰影のi也大が観察されたO また、 k主陰影の J1)j大がみられた症例では、 L-V像、で

尾側心 waistの消退がみられたO 気管変形は 5例で左}Jj位挙上がみられ、 1例で自ij胸挙上、 l 

伊lで前}fIlJ 下降、 5 例でイ iJAf立挙上が観察された。また、)Jllj~'f は比較的明るく、開質的な昨告は

あまり観察されなかフたO しかし、 W!i血管紋翌日が明瞭に観察され passivecongestionが観察

されたO

第m病JVJの;ilj勢を示す症例では、心胸郭比が 57.8- 69.0 S'oで、 tHI f~i JWのがJ勢を示すもの

より大きかったO また、左右心室比は 1: 1.0 - 1 : 2.5であまり変らないが、心陰影像の変化

は、左房の増大と同時に左室が士自大し、尾側心waistの消ili:しているものが多くみられ、なか

にはお室またはお房の増大が観察される症例もみられたO 気管変形は五房位挙上を示すものも

みられるが、左房位挙上が第 l、 U丙JVJのものより多かったo Rlli野は比較的明るく器質的な障

害のみられ主い症例が多かったが、なかには}J(qJ水またはIJr1j水腫によるとみられる陪野の出例も

あったO 腕血管紋埋はtnl、 11約WJの病勢を示す症例よりも明i取に観察され、 passiveconges-

tionの増大している状態が観察されたO

trnv病j出の病勢を示す症例では、心!胸郭比が 56.0- 07.8 96であまり著変はみられないが、心

誠全体は球形に変化しているものが多かったO 左右心室比は 1: 0.8 - 1 : 3.0で左主の土佐大して

いるものが多く観察されたo D -V段における心陰影の変化は、左Mならびに左室の地大が若

切であると雨時に、右主ならびに右J}j の増大している 11'[~ fyiJが多く、心践の形態はほとんど球形

を塁し、尾側心机ais tの出ili:はー忠明瞭な症例が多かったO また、大部分の症例では、気管の

変形が左房位で挙上し、左房の強行、治大がみられるm九であったO 締野は第重病郊の病勢のも

のよち総本極を示している症併が多く、また、sI1i1主管紋理は明瞭なものが多く、 passivecon-

gestionがーjd増加している所見であったO

しかしながら、このような X線所見を詳継に観察すると、雨期または僧体によって必ずしも

一定の変化を示すとはi民らないので、病j切と{間体の変化にわけて検討したO

その代表的な症例をあげてみると第 i病}誌の病勢を示す症例では Fig・1-1-21こ示したようにD-

V像で左房増大ならびに左室増大が極めてわずかで、綿密に観察しないとその増大像が判読し

難いo L -ví設では左室増大、足~{Ij心 wai stの前ili:あるいは気管挙上などの変化がみられたが、

これらの影像もかなり軽度であると同時に、第 i副知jの州勢を呈するすべての面倒で観察でき

-号、〉一



るとは1íJ~らなかったO

第 5 病 j誌の病勢を示す1lÎ~ {Vljでは Fi只・ 2Iこ示したように、))-V像、では左J}jNI)心主主将Vl大が

比較的明瞭に観察され、また、右室明大が観察される例もみられたo L -V 像では左室増大、尾

側心 waist の消退あるいは気管挙上などの房5~が観察されたO これらの所見のうち、 1五M増大、

左室増大な G(f-lこ気管挙!二の所見は、いずれの症例においても明股に観察され、本症の臨床診

断には重要な指針となることがわかったO しかし、右京増大ならびに足音UJ心 waistの出jg設は、

大部分の症例で鋭祭されるが、なかには観察されない11i~ 例もみられたO

第面的 WJの病勢を示す症例では Fig.3 に示したように、 D-V 倣でk)}j 治大、 lI-:~~明大なら

びに右室増大の爵見がいずれの併でも明瞭に観察されたu R -V保または L-V像では左房増

大、左室増大、 }.f ~W心 waist 消j誌ならびに気管苧上の所見も大部分の症例で観察され、{首脳弁

閉鎖不全症め X総所見としてかなり明瞭な所見であった O

第百病j弱の病勢を示す例では Fig.4に示したように、 D-V f象ならびに L -V 訟においても、

第重病郊の病勢を示す併と i母様であるが、 Fig.4-2 ，こ示したように、その増大像は一層若棋で

あり、さらに右房増大が観察され、明らかに心不全の様相を示す症例が多かった O また、なか

には Fig.4-1に示したように、第量的jtJの所見と大差ないものもみられるが、 Fig.4-31こ示

したように、心不塗の様相が高度に観察され、胸水のJtr1前が認められて、{首相弁i詞室長司、全症の

末期的な X線所見を示す症例も多かったO

しかしながら、{首脳弁閉鎖不全症の病勢は、必ずしも一定の期間内に一定の病勢経過をたど

るとは限らないので、本症の病勢経過を観察するには長期にわたって X線所克を観察する必要

がある O そこで著者は 7例の臨床例について、初診時から短いもので 6カ月、長いもので48カ

月間にわたり、その病勢経過を X線学的に観察してみたO その成績は Tahle6に示したように、

初診時に第 l病WlのX線所見を示したものが、 4 カ月を経過して第 II-tnm病WlのX線所見を

示し、 6カ月後には第町病!日jの病勢に進行し、 13-15カ月を経過して末期的な心不全の X線所

見を示して比較的急性経過を経た症例がみられたO また、初診i時から48カ月の長期間を経過し

て、第 l病却jのX線所比から、第百病WJのX線所見に変化したが、心不全の状態に陥ることな

く経過した症例もみられ、かなり個体によってその病勢経過が具ることがわかったO このよう

に病勢経過によって X線所見が変化することから、同一例休において病1mの進行にともない、

X線所見がどのように変化するかを経時的に観察してみたo F i g. 5-1-3に示したのは、初診時

で第 l病WJのX線所見を示す症例が、 4カ月後には右心系のi首大、足側心wais tの泊退ならび

に気管挙上などの所見を示して第 11-第四病WJに進行し、 6カ月後には第百病JVJのX線所見を

示し、 13-15カ月後には明らかな心不全の所見を示して、比較的急性な病勢経過を示した症例

であるO また、 Fig. 6-1-3に示したのは、初診時に第 11病WlのX線所見を示した症例が、 12カ



月を経過して第1iI!丙WJのX線所見にi住民したが、その変化はあまり若明ではなく、その後48カ

月を経過して第 IV病WJのX線所凡に変化したりしかし、心不全の状態には陥らず、かなり慢性

的に経過した症例であるo したがって、{首相弁閉鎖不全症の臨床診断として X線像を観祭する

場合には、その病 J~J と X 線所見はかなり一致するが、1IIi 的経過は11<'，1体によフて比較的急性に経

過し心不全区陥あやのと、かなり長期にわたって慢性的に経過するものとがみられる O

第 4項 心電図 検 査 所 見

{首相升閉鎖不全症においては、 hernodynarni csの変化によって二次的に心臓の形態的な異常'

あるいは機能的な具常を示すといわれる O そこで臨床的に検査の可能であった45例の症例につ

いて、心電図検査を実施したO

心電図検査の方法は、大部分の例では無麻酔下で横臥位保定を行ない、標準肢誘導法または

A-B誘導法を行なったが、なかには NLA変法、またはハロサン吸入麻酔下で心電図を記録し

たものもあるO 使用した心泣計はフクタエレクトロ RS102型の心音心電計で、電極は針*肱を

使用したO 各技形の計測は標準肢誘導の第』誘導または A-B誘導法の第 l誘導の波形につい

て観察または計測を行なったO

45{到における心電凶検査の計測flfiはTable 7に示したように、 p iL~ は第 l 病 j~J を示す症例で

正常なものもみられるが、大部分の症例では伯脳性 P波または)ll>>i~t: p波を示すものが多かったO

とくに第 s-第器病j訟の病勢を示す注担jでは、比較的{忠告1性 P波を示す仰が多く、第盟~第 E

病WJの症例では、)ll!i性 P波を不す症例が多かった O しかし、なかには第 I!0IJUJの症例でijrli性 P

i皮を示している症併もみられたo p波の duratおれは 0.03- 0.01¥ sec.の[却であるが、 0.04 -

0.06 sec.1こ延長している症例が比較的多くもとくに{許制性 P波を示す民例では、 p波の dura一

tionが延長する傾向にあったO また、 P技の amplit udesは O.08 - O. 12m Vの範強であるが、

0.10 mV以上のものが比較的多かったO この場合、 JJrli性 P披を示す広例では、 P波の amplitu-

desが比較的高かったo P -Q i n t e r va I は 0.08- 0.12 sec.の範出で、あるが、 0.10sec.以上で

P -Q intervalの延長が認められる症供が比較的多かったo QRS complexの typeはR、Rs，

qR typeを示すものが多かったが、とくに R、 q R typeのものが多かったo QRSの duration

は0.02- 0.06 sec.の範出であるが、 0.04- 0.06 scc.で延長を示すものが多かったo QRSの

ampli t udesは 0.6- 4.4 mVの範聞であるが、約半数以上の症例では 2.0rnV以上で highampli-

tudesを示してお号、また、純水または技水を呈している症例では、 0.7mV以下の lowamp-

li tudesを示していたo S T segrnentの変化は、大部分の例で上拝または下降が認められたO

T波は平{丘北しているもの、あるいは陰性化しているものが多くみられたが、なかには冠性T

波を示している症例もみられたO 心電気判の変化は十 16.0
0

- 十85.0
0の範囲であり、左宇宙雨



位を示すものが 8例であったO その仰の変化として A-Vblock 1{91]， R腕に nochがみられる

もの 8 例、心民性j~J外収縮がみられるもの 1 {91]、 wandering pacemake rがみられるもの 2例で

あったO

各病jVj別にその代表例について心屯凶波形の変化を観察してみると、知 i病WJの症例におけ

る心電図の変化仕 fiz・7-1~2 に示したように、自~ ~W)J主訪導法ならびに A -B訪導法において

も正常な波形を示すものと、 Fig.7-3-4に示したように、{首相弁閉鎖、不全の逆流出行による

とみられる{首相性 P波を示し、 QR S du r a t i 0 Ilが延長して R献に nochがみられ、あきらかに左

室肥大の所見を示す症例もみられる。

第 1 病 JUJ の症例における心'~凶所比は F ig. 8 -1-4に示したように、大部分の症例で{首相弁

賠鎖不全の逆流血行によるとみられる{首脳性 P波がみられ、 QRSdurat ionの延長、 R駄の no-

ch、 T波の逆転、ならびに左室肥大とみられる所見であったO

第 JU病jtJの話;併における心電肱!の変化は Fig.9-1-3に示したように、なかには他耐性 P波

を示すものもみられるが、大部分の例では僧帽弁閉鎖不全による逆流血行が進行して、肺うっ

血または passi ve co叫~estion によるとみられる Jlili 性 P 波と左主肥大の所見を示す~lE {9Uが多かっ

たO しかし、この病却jにおけるJlili性 P波はそれほど強いものではなく、初期のものから中等度

の病態を示す起疫の腕性 P波であったO

第 lV病WJの症例における心電凶の変化は、 Fig.lO-1-3に示したように、かなり強い肺性

P波がみられると持持iこ、 QRScomplexの ampli tudesが低く、その durationの延長がみられ、

明らかに締結涼障害あるいは脱水腫、左室組大ならびに胸水または脱水の穆出が存在するとみ

られる訴えであったO

このよう立心電極i変化を経時的に観察してみると Table8に示したように、いずれの仇にお

いても、第 i病期から第許病期に移行するにともなって P波の変化は僧括性 P波から鮪性 P波

iこ変化しているO また、 P波丹 durationもそれぞれ延長する傾向を示したo p説の amplitu-

desはあまり変化を示さないが、 PQi nterva 1 は病WJの進行にともなって註長する傾向を示し

たo QRS∞mplex type はRまたは qRを示すものが大部分で、必勢の進行iこともなう変化は

あまりみられなかった。また、 QRSの durationは 0.04-0.06 secを示すものが多く、 amp-

li tudesは 2.0mV以上で、第 i病WJから左室胞大の傾向を示す症併が多かったo ST segment 

は上昇または下降を示すものが多く、 Tr&:は除性化または平低化するものが多かったo 心電気

軸はお込むね左拘f!tuf立の傾向を示すものが多かったO

このような病勢経過にともなう心電凶の変化を、その代表的な例について観察してみると、

Fig.11-1-4に示したように、初診fI寺における第 11，訂誌の時点では、{曽桔弁i岩鎖不全の逆流

血行によるとみられる{首相性 P波を示し、 QRSの duratiollが延長して、軽度な左室肥大の傾



向を示しているが、 7カ月を経過した|時点ではこの様相lがかなり進民し、 13カ月を併j位した時

点では、島Ii話J);!砕:!?または passivむ con只estlonによるとみられる)Jllinl'波を示し、 Hlli7K1Wまた

は胸水の彦出によるとみられる 1ow-ampl i t ude sを示したO さらに QRSdurati仙の延長と、 S

T se伊 εntの降下または上好がみられることから、 1正出肥大とj話不全の傾向を示し、明らかに

心不全の症候をふ Lている所見であったO

Fig.12-1-41こ示した症併で・は、初診11寺における第 i病jQJの時点で的中li性 P波がみられ、軽

度の左室肥大を示す前見であったが、 aカ月を経j湖品する 11附i昨与ιわ}点I

肥大の紅傾i舟が進行しfたこO しカか、し、 1口2カ月を経j逃i詰1する!時1，時ミ与む5乞.f}点z

の進行もみられるが』品出純11主!巨i水担または胸水のi惨穆出によつて{低i此tいt屯江!ii位立を示している O

Fig.13-1-3に示したのは、初診持の第 I11高知Hこすでに純性 P技ならびに、地nよi立を示した

症拐である O この症供が12カ月を経過した時点では、腕性 P波が極めて著明となり、 ST seg-

mcntの上井または下昨がみられて、心不全の症骸が強く現われている所見であったO

以上のように、僧結弁明鋲不全症における心主出挨査では、 hemodynamicsの変化によって

発現するとみられる二次的な変化、すなわち左室肥大、右}jjまたは左房の負荷あるいは蹄話環

障害などの爵見が観察されたO これらの検査成績は本誌の病勢経過を判断する資料として重要

であると同時に、'心機能の予後判定に役立つ検査成績であったO

関 5項 心音図検査所見

{曽椙弁閉鎖不全症においては、心臓内のllll液流出また泣流入の異常あるいは逆流が生ずるた

め、心収縮知jまたは拡張JVjにさまざまな心内雑音を生ずるO この心内雑音は街桁弁閉鎖不全症

の病態あるいは病勢経過によって変化するといわれ、臨床的iこは心内幸11:-rr"の分tfrが本症におけ

る臨床診断の霊嬰な指針ーとなり得る。こ Lでは心音凶検査の可能であった3り例の臨JI床例につい

て心音凶検査を行ない枚討を加えた。

心音同検査の方法は大部分の例において無麻酔卜¥仙臥{立で保定し{首脳弁口部、三尖弁口部、

大動脈弁口部ならびに肺動脈弁口部から pic叶 pして記録したが、突綜の協示仇は、小型犬で

あり、的帽弁口部から pi c-u p したものが多かったO しかいなかにはNLA変法またはハロサ

ン政入麻酔下で pic-upした例もある O 心音計は RS1 02型の心音心電計を使用し、 pic-upIこ

はPM-l型マイクロフォンでそれぞれの弁口部において用手法で保持したO

30例の臨床例における心音凶検査の成績はTable 9に示したように、大部分の症例では諮紹

弁口部で全収縮j羽持続性または収縮性あるいは全収縮j明性の心内雑音が記録されたO しかし、

これらの心内雑音は必ずしも同ーの typcを示すものではなく、病期あるいは{自体によってそれ

ぞれ心内雑音の typeがj込なり、制川 flvi ~.~ 11:で diamo/ld typeを示すもの、削減性のもの、持



続性のものあるいは漸明一削減性のものでも第!?!?を includesしていないもの、または第 1音

を incllldesしていないもの立どさまざまな tyr犯のものがみられた。また、なかには第 1¥音ま

たは第盟音を示す症例もみられたO しかしながら、拡怯Wl雑音を示した症例はみられず、また、

これらの心舟雑苦は{昔話i弁 11ffljが最強点を示すものが多かったO

これを病期毎~，こ v その代表的な症例をあげて検討してみると F ig.14一1~4 に示したように、

第 11再拐の症供iこおいても、極めて軽微な収縮期雑音を示すもの Fig. 14-4から、明瞭な収縮

jWi顎増一甑減性で di amond t ypeを示す例もある() Fig.14-3また、第 l音を includesして糊

増ー漸減性の typeを示すもの Fig.14-2あるいは第 i去の分裂を示すもの Fig. 14-1や第器音

を示すものもみられるO

第 11病期の症例においては Fig.15に示したように、第 i音ならびに第 11音を inc III desした

収縮期持続性の typeを示すもの、第!音を incllldesしえ激減性を示すもの、あるいは第!音

ならびに第 11音を incllldesしないで持続性を示すものなどがみられたO

第題病j~jの症øuにおいては Fig.16-1-2 ，こ示したように、第 i音を inc ludesした収縮期持

続性の type を示すもの、あるいは第 i 音を includes しないで~又結WJ瀬誠性を示すものもみら

れたが、なかに辻第Jll音を示すものもみられたO

第百病 j坊の症例においては Fig.17-1~2 に示したように、 tn 1音と第 1音を includesした

寂縮期瀬増一瀬誠性で diamond typeを示し、第豊音tt..らびに第 E音を示すものがみられた。し

かし、なかには第 i音を includesしないで漸減性を示し、第 m音がみられた組合IjもあったO

これらのことから治組弁閉鎖不全症における心内雑汗を心吉凶で鋭祭した場合、大部分の併

で増幅弁口部からの plc-upが最も明瞭に心内雑音が記録されるO また、これらの心内雑音は必

ずしも病期によって特徴的な patternを示すとは限らず、{首相弁・5の閉鎖不全状態あるいは心

内血行の異常状態によってさまざまに記録される O しかしながら、必然、的な収縮却j雑音であり、

{曽悩弁口部がその最強点であることは、一般臨床検査における出診耐昆と一致して本症におけ

る臨床診断の重要な指針となる所見であったO

このような心内雑音は、病勢の進行にともなってどのように変化するかを、検査可能であっ

た7例について、 6~15カ月の経過を追って観察した粘*1ま、 1、ab le 10に示したように、初

診時に糊減性の心内雑音を示したものが、 15カ月を経過した持点で漸哨 -t~~減性の d i amond 

typeを示し、雑音はさらに増強したもの、あるいは初診H与から 7カ月を経過した仏子点で、ほと

んど変化を示さないもの、初診時に漸増一漸減性を示したものが、 12カ月を経過して漸掠性に

変化し、心内雑音の減退がみられたものなどがあり、必ずしも一定の傾向を示さなかったO

その代表的な症例をあげて検討してみると、 Fig.18-1~2 に示したように、初診時には漸

増一漸減性の di amond t ypeを示しているが、比較的減弱した心内雑音であり、これが15カ月



を経過した時点では同様の typeで、かなり増強された心内雑音を示したo しかし、 Fig.19-

1-2に示したように、初診時に漸荊-~I需品計七の d iamond ty仰を示し、 8カJjを経過した時点

でもあまり変化がみられない症例もある O

したがって、{首相弁閉鎖不全症においては、必ずしも病勢の進行iこともなって心内雑苦の強

盛がみられると仏絞らず、弁口の不全状態や hcmodynam j c sの変化によって心内雑音も変化す

るものとみられる所瓦であったO

第 6項 Angiocardiographyによる在室庄の異常血行所見

{首相弁閉鎖、不全症においては、前中iijF13 の機能的な閉鎖不全または :~:~n(均な I:t-l 室長不全によっ

て、左室内の血行に異常が生ずるとされている。その其常血行は、心収縮mJに左室内の血液が

大動脈に駆出されると同時に、不完全な的中ij弁の閉鎖uを経て左房内にi主流出行が生ずる O こ

の逆流血行は{首相弁閉鎖不全の状態あるいは左室の収納力によって強弱がみられ、強いもので

は左房内に jet噴射を生じ、左房壁の器質的な障害がみられる場合もあるO いずれにしても左

房内に逆流血行が生じた場合はJ左w内の掛川出血液に逆圧が加われ左)Jj内圧が上持すると同

時に、肺静脈の庄上好をきたして passivccongestionを生ずる結果、肺循環の障害をきたすこ

とになる O

そこで若者は、実際の臨床例で的中ii弁閉鎖不全杭における左室内の逆流rlIl行を確認する百的

で、 angiocardiographyによる左室内の血行を観察してみたO

その方法は、 NLA変法またはハロサン吸入麻酔を行なって、到動脈ならびに頭飾脈から ca-

theterizationを行ない、在室内ならびに右室内に造彫斉IJ( conlaxin H 5 ~ 8 m l/I1cad )を手

日二または自動注入器で‘注入し、左心糸と右心系の xrJR如影を行なった O

angioca rd iogra phyの撮影が可能であった 4例について観察してみると、 Fig.20に示したよ

うに、第四病~U1における症例で、左室内 an~ocardjography による L-V 方向船影の所見では、

左室内に注入した造影剤が、心収納JUJに大動脈に駆出されると IJ-iJI時に左房内に逆流し、左}jjは

著しく拡張している所見が明瞭に観察されたO また、 D - V方向撮影においても、同様に大動

脈と左室ならびに左房が造影されているところから、左室からの血行は大動脈へ駆出されると

同時に左房内に逆流していることが明瞭に観察されるo Fig・21に示した 2例の症例は、第町

病j切の症例で、かなり州勢が進行している状態のものであるが、左室内に造影剤を注入してみ

ると、心収縮期に大動脈に駆出されると同時に左M内にも逆流がみられ、これが~rfi 静脈にまで

逆流している所見がみられたO また、この 2{Y!jでは{首相弁口の弁口閉鎖不全の状態が比較的明

瞭に観察され、明らかに僧朗弁閉鎖、不全によって在室から左房への逆流血行が生じている状態

が観察されたo Fig.22に示したのは、在室系と右室糸の造影を行なった angiocardiographyで



ある O 左室系の造影では、心収縮WJに大動脈に駆出される I血液iitより、左);j¥付に逆流する血液

fitがはるかに多いことを示す間見であると同時に、{削Jll弁口の弁口閉鎖不全が明瞭に観察され、

左室舟の心中隔壁ならびに心尖部に変}肢を生じ、 rfll行のr:tr7mがみられる所凡であるo しかしな

がら、右心系の造影においては、軽度な主腕動IYRの拡張がみられ、三尖弁口のわずかな閉鎖不

全状態が観撲さもる以外は、とくに異常は認められなかったo

以上のように、僧結弁閉鎖不全症における左室内の兇1t~lt!l行を angiocardiographyで観察して

みると、心収縮WJにおいて明らかな{¥Y/~!1弁仁1 の閉鎖不全が観察され、 IlíJ 叫に左主から左jJj への

逆流血行が明僚に観察されたO さらにこの逆流血行は、第!日病WJのものより第1¥'病WJのもので、

逆流する車液iiEが多く腕静脈;こも波及することが磁認されたO しかし、右心糸の観察では、主

蹄動脈または三尖弁口にわずかな拡張所見がみられる以外は、あまり主主常血行はみられない所

見であった O

第?項 心蕗血管内定検査所見

angiocardiographyによってい心収縮期に左室内の血行が左Z志向に逆流し、さらに続静脈iこ波

及している状態が雑誌されたが、このような現象li¥左室から大動脈に駆出される車液量の扱

少をきたし、左房内の血液量が増加して姉静脈のうっ市を生ずることになるO この状態が進行

すれば、姉循環障害をきたし、さらには静訴糸の循涼障害;こ進設し、いわゆる心不全に陥るこ

とになる O このような血行状態の変化を観察する方法として心内圧検査 cardiacout putの瀦

定あるいは循環血流盆の判定などが行われるが、なかでも心E輩出管内庄の核査が、最もこれら

の現象を観察するのに優れた方法とされている O そこで若者は検査可能である 6例の症例につ

いて左室圧、大動脈庄、 JlIIi動脈分岐部正、}l!1ilfv)訴託、右室止ならびに右1J}圧を鵠定して hcrno一

dynarni csの変化を観察してみた。

その方法は、ハロサン吸入麻酔下で忠市を杭話人位に保定し、霊長野j脈または説静脈からcathcー

teriza tionを行ない、 ca the te rの先端を目的部位に白いて transduserに接続し、これを poI-

ygraphyで増幅して visigraphに記録した O

6例における測定他は Fiε・23に示したように、心収縮JWにおける左室圧は 138-220四 Hg

で、いずれの症例においても正常他よりかなり高い心内圧を示すものが多かったO 大動脈正は、

95~200 mmHgであったが、大部分の例では 140mmHg以下で正常他よりもかなり {lt1';、値を示し

たO 右室庄は 34-120mmIIg で、いずれの例でも.tE1ì~Íl立より高い他を示したO 肺勤続庄は 34~

98 mmHgを示し、右室圧と同様に正常他より向い他を示すものが多かったO 右房圧は 6- 18 

mmHgで大部分の例では正常値より高い値を示したo srli動脈分岐部圧はあまり変化はみられなか

った。



拡張WJ圧は Fig.24に示したように左主正が 12-28mrnllgで、いずれの杭例においてもゼロ

を示す症例はみられなかったO 大動紙庄は 70-11Om出 IIgで正常的よりいずれも低い能を示したO

右室正法 2- 12mmHgで、 1'E室圧と同様lニゼロを示す杭官IjはみられなかったO 右房圧は一 10-

8mmHgで高い右房圧を示すものが比較的少なかったO 腕島原分蚊部庄はあまり若変はなかったO

その代表出なl酬の実拠能はド ig.25-1~3 ， Fig・26-1-3に示したように、 caseぬ A - 4 

では左室庄 138mmHg大動脈圧が 120mmllgで比較的正常依iこ近い偵を示しているが、右室!EIま

74mmHgでかなりおい佑を示している。また、左}jj!E1:よ 18rnmH g Illli動w長正は 70mmllgnili動脈分

岐庄が 4rnmHgを示しているから、的中i1弁閉鎖不全によって逆主fErfll行が生じ、その逆圧が左心呆

から志心系iこ波及してお室不全に陥っている状態を示しているとみられる所見であるG が、こ

の場合左室圧ならびに大動j派圧にあまり若愛がみられないことは、左心系の予告;j能iこ余絡があ

り、生体循環が保持されている状態とみられる所見であったo casε ぬ A -8の定例では、左

室圧ならびに大動脈庄が、 210mmllgでかなりの白血圧を示し、右室11:ならびに目lli動脈庄は 34

mmHg右bJ圧 6mmJlgm!i動紙分岐部庄 2mmllgであり、左記から左JJjへの逆流車行は極めて著明で

あると同時に、左室不全に陥っているとみられる所見であったO

このような現象が、経詩的にどのような変化を示すかについて観察した結架は、 Fig.27-1

-2に示したように、初診時の左室圧が約 150mmllg、右主圧が約 40mnilg、肺動脈圧が約 4OmmHg 

であったものが、約 5カ月を経過した時点でトは、 1'1て室圧にはあまり変化がみられないが、右室

圧は約 100mr州 g、肺動脈圧が約 8Omm 11 gに上持し、その病態が左心不全から右心不全に進展し

た状態が観察されたO

以上のように僧帽弁閉鎖不全症における心臓血管内庄の変化は、左室庄の著明な上持、大動

脈圧の下降、右室圧ならびに師動脈庄の上昇が著明であり、病勢の進展したものでは、右房庄

の上昇もみられる所見であったO また、この検在では左房庄の検1f.は不可能であったが左室圧

の上昇、大動脈庄の下降ならびに肺動脈圧や右室正の上弁は、左室から左房への逆流血行を示

すものであり、その逆圧が左心系から右心系に波及しているとみられる所見であったO

第 8項剖検所見

一般臨床所見、 X線検査、心電図ならびに心音凶検五あるいは angiocardiogramならびに心

臓血管内圧所見から、これまでに枚査し得た46例の症例は、その病態あるいは病勢経過におい

て、さまざまな stageにあったと忠われるが、臨床症状からみた病態分野iでは、必ずしも僧帽

弁閉鎖不全の機能的または掠質的な変化を適確に表現されているとは[iliらなかった O このこと

は、僧帽弁口における閉鎖不全の状態、すなわち不全状態にある弁口の大きさまたは弁輸の器

質的な異常、あるいは心臓の仕事畳すなわち収縮弛緩による血液の拍出能力などによって、か



なり hemodynamicsが変化するものと考えられる。さらに心臓における異常だけでなく、肺機

能や生体循環iこも二次的または三次的iこ影特を受りることから、その持告によるjg何段もまた、

生体の hemodynamicsIこ影響すると考えられるので、これらの変化を紺i部にわたり、生体からの

情報として検査することは持めて出難で、ほとんど不可能に近いo しかし、これまでの検査成

績からみて:ば制閉鎖、不全症を臨床的に診断する場合は、一般臨馴月床附Jぷ川1所州討

X線検査による心2騒告7形診f態怠の特徴的なゑ変=北、 あるいは，む7f凶ならびに心定昆!検査によって、かな

9本症の特数的立所見が得られたO また、心臓IfIl1'i;1付JYangi oca rd io只raphyによる検在で、は、

本症の確定診断が可能であると考えられたO そこで、これらの検査成総と心強のINN;すなわち、

指結弁の異常とが、どのように関連するかを確認する日的で、これまでに剖伎が可能であった

8例について肉眼的に観察を行なったO

部検を行なった 8拐の症併は、畜主の希望によって安楽死を行なった症例あるいは病努経過

の観察中に挺死した症例である。

これを病WJ加iこ代表部をあげて観察してみると、第 i病WJとみられた民併が、突然的iこ呼放

困難を起して鈍死した例で、は、 Fig. 28に示したように、左室壁は中等度に肥大がみられ、左

房の拡張も観察されるが、{首相弁は浮経状を呈し、かなりの血液校総の状態が観察された O し

かし、線維性の増生物はあまりみられず、心室壁の出血斑あるいは心房壁の出血斑もみられな

かったO 右室壁はあまり著変はみられないが、右心房の拡張がみられたO 三尖弁は僧桔弁と同

様の変化を示していたO

病勢経過観察中に箆比した第 H丙j加の症例では、 Fi g. 29に示したように、左主壁は中等度

に肥厚し、左房はかなり拡張がみられたO そして伯帽弁は中隔弁に明瞭な線維性の増生物がみ

られ、遊離壁弁にもわずかな増生物がみられた。この弁口を校合させてみると、弁口は線能性

の増生物によって閉鎖が不完全となり、中隔介と遊出lU1~ 弁との!llJ にゆj らかな間隙を生ずる状態

が観察されたO 右室壁はほとんど肥厚はみられず、右房の拡張も観察されなかった O また、三

尖弁は浮睡状で血液校@Jの状態がみられたが、その程度はあまり著明ではなく、線維性の増生

物もみられなかったoJJlft京経過観察中に姥死した第盟州知jの症例における剖検所見は、 Fig.

30に示したように、左室監は肥大し、左房壁は若しい拡張張a がみられたO そして{僧曽附弁lは立中陶

弁にかなり大きな線去剖紺維!l佐l~性の耳増2生物がみられると同 H

また、左房壁にはlfll流の je t 噴射によるとみられる 11¥血斑が散見されたO 右心室監は中等度に

肥大し、右房壁の肱張もみられ、三尖弁の中隔弁には線維性の増生物がみられると同時に、遊

離壁弁には弁尖の浮腫がみられたO

加療経過観察中または安楽死を行なった第町病WJの音IJ検所見は、 Fig. 31，32に示したよう

に、ともに左室肥大が明瞭で左房の拡張が著しく、{首相弁には中隔弁、遊離壁弁ともに強い線



維性の増生物が観察されたO これを校合させてみると、その中央部にかなり大きい!日j隙が形成

され、明らかに閉鎖不全が生じている状態が観察された〉また、 casef¥o.14においては、右室

壁の肥大ならびに、右房壁の拡張が比較的若切であり三尖弁の中隔弁ーには線維性の明生物がみ

られた。さらに caseNn A -8においては、中断弁の腿wが一部断裂した状態がみられ、弁口の

閉鎖不全がさらlと民大された状態を示していたの

以上のように、 8仰の症例をきIj検して、肉l以的に(首相ljf.の状態を観察した結架で‘は、ふ激な

病勢経過を示した症例あるいは第 l病Jm程度であまり州態の進展がみられない症例においては、

左室壁の肥大も中等度であり、左房の拡弘ーもあまり者明ではない。また、的中u弁の ~;i質的な変

化も浮腫あるいは血液浸j聞の状態を示している程度であったりしかしながら、第四~第~'病 j切

のように、読態が進行した症例または、かなり長い経過を経て慢性的な病勢経過をたどった症

錦においては、左室壁の肥大ならびに左房の拡張がかなり著明jであり、{首相弁には線維性の相

生物がみられ、中隔弁から遊離壁弁に波及した状態で増生していたO このような場合に弁口を

校合させてみると、明らかな校合不全がみられ、弁口にかなりの間隙を生ずることが観察され

たO また、なかには逆流血行の tet噴射によるとみられる左房壁の出血珪も観察され、中隔弁

の盤索が断裂するものもみられることから、{首脳;l'閉鎖不全症においては、{曽帽弁の器質的な

障害をともなうものが多いとみられる携先でトあったO

このよう立症例における僧侶弁の病理組織学的所見は Fig. 33ならびに Fi g. 34 に示し

たように全般的には浮続、結合組織の把浮、線維34の治生ts.らびに炎症1生誕II抱の説法などがみ

られたが、第 1-第 nf~J~Jのお期の症状を呈した症例では、このような変化が比較的軽度であ

れ第In-第 I¥'病問の末期症状を呈した出併では、かなり ID:Drな変化が観察されたO

第 5節小 括

上診された忠訟のうちで、一般臨床症状、段、診所昆ならびに X線検査などによって僧脂弁閉

鎖不全症が疑われた症例は約80i7tlであったO このうち Ettingerらの病期分類を参考に46倒的症

例について臨床的に可能な検査、すなわち一般臨沫症状、 i主i液検査、 X線技査、心電盟、心音

凶検査あるいは心臓血管内圧検査Jλ ならびに angiocardiographyによる検査を行なって生前に

おける僧帽弁閉誤不全症の診断指針について検討したO さらに 8併の症部については部検を行

なって生前における検査成績と音IJ検による心臓の器質的な変化の肉辿性について検討を加えたO

{首帽弁閉鎖不全症が疑われた忠南約80例余りのうちから、病jt1ljJlJ分類iこよって pic-upされ

た46例の症例は、大部分が toy系の犬種で、 2- 5.0 k日程度の小型犬が多かったO また、年令

的には 6才以上の尚:'.1二令で比較的栄長の良好な屋内制訂のものが多く、性別では鎚ーより挫の場

合が多かったO



病WJlJlJに pic寸 lpした46例の症例は第 l病j切18例、第 1病WJ5 fタ;1]， WmfvlWJll{71]、第 I¥'病Wl

12例であったO このよう丘病WJ別による定例の臨床広状は、第!病JVJまたは第 1病JVJのもの

では元気食欲ならびに栄養状態は比較的良好で、取!診によって{首脳弁口部を最強点とする収縮

期心内雑音が聴取される以外は、とくに目立った臨床症状は発現していなかったO しかし、第

n病j拐のもゐでいときに発咳が認められる症例もあったO 第四病jVJのものでは元気食欲の減

退がみられ、朝夕発展が必発し、日中においても発咳するものが多かったっ栄養は比較的低下

した状態を示し、述動小話発で、つねに休息しているものが多く、なかには辿!日Jを111存するも

のもみられたO 聴診所見では{首相弁 11 部を最強点とする~立総 JVJ心内雑去が明瞭に聴取されたO

第野病期の症拐では元気食欲の治逃がみられ、栄主主は低ドし、{出怠感が担iく、多くの例では迫

動拒否を示した、また、強い発咳がみられ、なかにi立時173吐や呼致Itl難の状態を示す症例もあっ

たO また、，説水やJJdi本部iあるいは失神状態iこ陥る症例もみられたO 聴診所見では{首脳弁口部を

最強点とする収縮jUJ性の心内雑音が著明であったが、なかには三尖弁口部あるいはJJ，1i勤続弁口

部においても心内雑音が語、取された併もあったO

このような症例の州勢経過における予後は、治Jji経過中または経過観察中iこ箆死したものが

17例で、現在治療経過中のものがけ例であるO また、予後不長あるいは市主の話望により部

検に付したものが 8例であり、病勢経過が良好で治療を中断したものが 2併であるO このよう

に僧帖弁閉鎖不全症の臨床例における病勢経過の予後は、{自の疾忠iこ比較して位めてjEく、桜

治の見込みがなく、現在においては保存療法または対症抵法によって延命効果を計る以外iこ方

法がない。

しかしながら、実際の臨床においては僧郎弁閉鎖不全症を適慌に診断することが必ずしも容

易ではなく、これを、より正確に診断する場合は、一般臨床症状の正確な把握、聴診所見の判

断あるいはX線検査による正確な読影が極めて重要である O したがって、これらの検査指針を

確立することが、本症の臨床診断ならびに治療対策あるいは予後経過の判定に役立つ重要な資

料であると考える O また、これらの検査結果を理論的に解釈するには生体の変化すなわち循環

血液の変化、心訟能の変化、異常血行の把握あるいは検査結果と心臓の器質的な変化などを対

応させて理解する必要がある O

そこで検査可能であった40例について、血液検査を行なった結果は、第 1-第 11病j自のもの

ではほとんど血液性状の変化が認められなかったが、第 lll-第町病JVJのものでは Ht"他の上丹、

白血球数の ~1Yl加、血探総蛋白量の増加、あるいは版業態室京の増加などがみられたO しかし、

これらの所見は、{首相弁閉鎖不全症による二次的な障害、すなわち削i水胞や組織循環障害に起

因するものとみられるもので本症の確定診断にはあまり重要ではなかったO

X線検査は、{首相弁閉鎖不全症によって発現する心臓I血管ならびにJJiIiの形態的な変化を観察



するのに最も有力な検査法であるが故に、全症例において X線枚五を行なって許制!Iに観察したo

その結果、第 1-第 11州却lにおりる D-Vまたは V-D) j lilJ 0) sU影では、心胸郭比がlr.({;1;に近

く、軽度な左Fij地大が認められたO また、なかにはわずかな在主的大が認められた症例もあっ

たo L -V方向の船影では、わずかな例で尾側心waistの消退あるいは気管挙上が誌められた

が、その程度は此較的軽度であったO 第 111-第 IYI!IiWJのものでは、心胸字1¥比が減少し、 ti房の

増大は 2- 3 時の位世で、若砂j な地!大がI認められたO また、左室!1~大は大部分の例で認められ、

とくに第 IY病Wjのもので、は、右室増大も認められ、心臓は球}肢を註して心不全の様相を示すも

のが多かったO 尾側心wai stは大部分の例で泊退し、気管挙上は左JJ}i立で挙上するものが多か

ったが、第百病j自のものでは、右房位挙上あるいは liiJ胸iIL挙上が認められるものもあったO ま

た、腕血管絞理が若号t.lとえ(.D ¥ pass ive congestionが増大している所見を示すものが多かフたO

このような心臓血管の形態的な変化は、同じような保存療法または対話;減法を行なっても、そ

の病勢経過が 6カ月語後の比較的急性な経退を経て、第 l病JUJから第町病jリlに進展し心不全に

陥るものと、 48カ月以上経っても心不全に陥らずに経過しているものがみられたO

心電器検査は4S{9tjの症例で可能であったが、{普紹弁閉鎖不全によって記る hemodynamicsの

変化から、左JJj負荷による伯脳性 p波、右JJj負荷による削i性 P波、左室ft何による左室肥大、

あるいは冠不全による STsegmentの変化などが観察されたO これらの所見は hemodynamics

の具1fiによる二次的立心臓機能の変化とみられたO また、このような変化は州勢経過によって

進行がみられ、第1lI-第 lV病期には、これらの所見が----)';11若ザHこ鋭察されると同時に純水位、

腕本などによって低電位を示すものもあったO

心音菌検査は30的の症例で実施したが聴診所見とほぼ両様の所長で、増~Jti弁口部を最強点と

する~又結 j語性雑者を示すが、その雑音の type はさまざまで、甑増一概減性で d iamond typeを

示すもの、漸似性の雑音を示すもの、持続性の雑音を示すものあるいは福地一説抑制主で、第 i

音または第1I音を incl山 lesするものと、 しないものなどがみられたO また、立かには第 lil吾、

あるいは第百音を示す症例もみられたO このような心内雑音の typeは、 fJi勢経過によって増

強するものもあるが、増強のみられない併もあり、一定の pat tεrnを示さなかった。

{曽帽弁閉鎖不全症においては、左主から左})jへの逆流血行がええも重妥な病凶となるので、本

症における心収縮期の逆流血行を angioc ardiog raphyで確認してみた結果では、明らかに心収

縮期に左室から左房への逆流血行が確認されたO そして第目病期のものよれ第百病知iのもの

では、この逆流出行がJJi1i静脈まで波及し、病態の進展した症例で培、 passi ve co時 estionが

強いことが確認されたO しかし、右室からJliIJ動脈への影響は比較的軽微であったO

心臓血管内圧検査によって、{首相弁閉鎖不全症における hemodynamicsの異常を鋭察してみ

ると、左室圧ならびに右房圧が典1i';に高く、明らかにf己主から左房への逆流血行がみられたO



しかし、なかには左室庄の変化が著明ではないが~îJ)jLEが児常にl:7iい例もみられたので、弁口

開鋲の不全状態によって圧変化がみられるものと子組された。また、大動脈圧が比較的低いも

のが多いが、第Ill-第 IY病WJで心不全の徴(院を表わしている症例では、右主庄、 Hili!日j脈圧なら

びに右房圧が上昇しているものがみられ、左心系の.rfll 行 J'(常が ~l心系に波及して心不全に陥っ

ている様相が確jtされたO

以上のようえE検査結*，ま、いずれにおいても的郎弁口の異常によって hemodynamic;;の異常

が発現し肺循環障害から生体循環障害へと進展するー述の循環障害であるとみられるが、これ

を実擦の臨床において検査を行主い、!京凶究明を行なう場合は、臨休症状の観察から始まり、

生体に支障のない検交法、すなわち血液、 X線、心屯凶、心背凶検交の在n交で推断しなければ

ならない。この場合その backgroundとして、{曽帽弁閉鎖不全によって発現する hemodynamic s 

の異常;を理論的に解釈できなければならない。これまでの検究結果においては、 angiocardio-

graphyあるいは心誠監管内圧検査によって、左室から五:万jへの逆流血行がli'aI認されたことは、

明らかな舘椙弁明鎖、不全を示しているものであり、その逆流血行が pass i ve conges t ionを呈

して姉の充盛iまたはうっ血を生するために発騒が必発する O また、{曽桜弁明鎖、不全の弁口を血

流が通過する際iこ暁流雑者または左房壁への噴射性雑音が心内雑音としてlff診または心???図で

観察されるO さらに逆流血行によって左房に出行の滞流が生ずる結果、左房は拡張し、 X線段

では増大像あるいは気管挙上として観察されるものと解釈されるO そしてこのような hemody-

namicsの異常が長野jにわたるときは、心臓の仕事拾が出ヅミして左室組大が発現すると同時iこ、

左房あるいは右震の負荷が増大し、 passive congcstionが進行して心不全へと進展する O さ

らに生体の循環不全が発現し、元気食欲、運動あるいは栄養低下などの臨床症状を発現すると

解釈されるO したがって、本症の臨床診断指針として臨床症状で必発する発咳の症状、聴診によ

る収縮期逆流性の心内雑音、 X線検査による左房主主張の所克が fieldの臨床における諮結弁開

鎖、不全症の最も特徴的な診断指針であると考える O

さらにこれまでの検査成績を確認する白的で、 8 fYUの前検を行なった結果は、第 1-第 5病

j罰のものでは、{首相弁の浮琵あるいは血液浸出などの変化がみられ、切らかに弁口の逆流血行

によって{首相弁のllii質的な障害が発現しているとみられたO また、第百~第百病WJのものでは、

{首相弁に綜雑性のj行生物があり、いわゆる的ltU弁総統起とみられ、これによって-MYFnの閉

鎖が不完全となっている様相がみられたO さらに心不全に陥った症例では、{首脳弁だけに眠ら

ず、大動脈弁あるいは三尖弁にも器質的な呉常がみられたO

{首帽弁の病理組織学的所見では、いずれも線維性の増生、結合織の肥厚、浮腕ならびに炎症

性の細胞浸潤がみられ、第 1-第 11rr，q WJの症例では、その変化の程度が軽震であったが、第器

~第百病j明の症例では、かなり重度な変化であった O このことは顕初において{首相弁の機能的



な閉鎖不全が起り、これが経過して介愉の加質的な県北に進悦したものと考えられる()そして

{首帽弁閉鎖不全による hemodynamic sの異常が、 pass i vc conges t i onを増大させる結果、一

尖弁の機能的閉鎖不全から23質的な閉鎖不全へ進展するものと.RIl解されるの

第日章 実験例にj泣ける機能的{首相弁W1鎖不全の病態

これまでに述べた臨床例における{首相弁閉鎖不全症の州態は、実際の臨床例において上診さ

れてから臨床検査を行いその病態を把践して診断ならびに治療を行うと 1~.iJ 時 lこ、その病勢経過

を観察したものである O したがって臨床例における!IIi態先生については、rt'l主の梨告あるいは

現症や臨床挨査の結果から推断したものである O また、本症における病態発生については、こ

れまでの報告をみてもあまり明らかにされておらず、{削iij弁閉鎖、不全症の病態については、生

理的な循環動態iこ対比して、{曽相弁閉鎖不全の場合に発現する異常血行動態を論理的に解釈し

ている場合が多い。しかし、著者の経験した46例の臨床例における検査成績から考察すれば、

臨床的にみられる捨輯弁!)fl鋲不全症は、発病頭初においては機能的{首脳弁閉鎖不全症であり、

それが時自の経過にともない、しだいに{首相弁の器質的な変化に進展し、第四~第百病JtJjにお

いて誌、いわゆる，器資的措紹弁閉鎖不全から心不全に陥るものと考察されるO

そこで著者は、実験的に故能的他紺弁閉鎖不全を作成して、その血行動態の変化を詳細に観

察し、憎帽弁閉鎖不全症の病態発生を突験的iこ解明しようと試みたO 本章では、まず{創立i弁の

機能的f;fj鎖不全が発現した場合における心臓血管内圧の変動、心ff凶の変化、血液ガスの変動

ならびに angiocardiogra phyによる心内車行の変動を中心に観察し、その実験成総から機能的

{普椙弁i封鎖不全症の!，IH，主を.RJ!.f!芹することに努めたO

第 i節 実験材料ならびに実験方法

実験材料は、犬糸状虫の寄生していない能康な 1才未満の雑種成犬14併を使mした。これら

の実験犬は雄 6街、雄 817Uで体重 6.0kg-12.0 kgのものである。

実験方法は大動脈に tapingを行うことによって左室の血行滞洞による遠心性拡張を発現さ

せ、機能的{首相弁閉鎖不全を作成したものであるO その方法は、 at r 0 p i n 0.0 2 5時 /kgを投与

して premedicationを行ったのち、 pentobarbital sodium 25 mg/誌を投与して静脈麻酔を

行ない、左側横臥位に保定したのち、左側第 4}jj)信iを切開して関協を行なったO 出胸後、心臓

ならびに大動脈を直視下に百出し、左房圧が30-40mmHgに上昇し、同時に左室から左房への

逆流血行によって左房圧波に V波が認められる時点を指標として、大型j採弓部の tapingを行

なったO この場合、あらかじめ到静脈と翌日動脈から catheterを封入し、右室圧と大動脈の ta-



ping後方圧を測定したo f斗時に左心JIーならびに在主)21阿i-mから catheterを村1人しkJjj[f.と左

室圧を捌定したo angiocardiographyは在主に仲人した cat hetげから(conraxin H 5ml/ 

head )を手庄で注入して造影を行なフたり JfIli伐カスはそれぞれ柿入された catheterから日am-

plingを行ない、大助脈における肋1m長血とお主における的脈JIIlのガス分圧をiJliJ定したっ心?!?区|

は左室遊離i~!m\&こ了イクを装抗して P 1 c-up し、心 I)~Iヒと I~ lJ 11与にi記録した。

大動脈の tapingを行なって左主のJillf J i:!i泌が生ず心と、主主庄がj主心性にi広怯して{目。ii弁の

機能的閉鎖不全が生じ、左室の血行は心収納l~j に左JJjl付に逆流する o ta p lf1gを解除すると再び

正常血行となり{首脳升rU'lif!lも正常となるので、大動脈の tapll以をしめた場合と解除、した場合と

によって繰返し機能的伯 ~JU弁閉鎖不全の血行動態を観察したり

第 2節 実験成績

箆 i項 心思卑管内圧の変動

上述の方法でIJfJ胸したのち、 Catheterizationを行なってmli動脈技庄(PAWP )、在bHE

( LAP )、左室庄(LVP入大手b脈圧( AP tapi刊の後方庄)、主的1"il)JlJiC圧(PAP )、右

室圧(RVP )、ならびに右房庄(RAJ> )を討i1[1Jしたりこの場合 catheterを transduserに佐

続し、 visigraph，Iこ記録して計測したo i;j'iWJ時 J~H之、大動脈の taplllg によって在室の機能的

{曽~ü弁閉鎖不全が発札した時JUJ と、それを舵除して正常lfIl 行に復した II.JJりiの収縮 JUJならびに拡

張期圧を比較したo F i g. 3 5 -1-8 Iこ示したのは、その代表的な心持i主管内圧である O また、

Fi g. 36 に示したのは機能的的制弁閉鎖不全が発現した i時点の心収縮 j~jにおける心血管内圧

の平均値を示したものである O

tapingを行なったときの収結圧を計測してみると、 7{91jにおける PAWPの平均値は 46.4mm 

IIgであ号、 9併の LAPの平均信は 53.0mmllgで、左JJj1今へ (J)強行、逆流血行がみられ、何時iこ

passive congestionを呈する罰見であったo 8 {91Jにおける LVPの平均は 226.5mmHgを示し、

左室内の強い並i行市浦が認められ、左Mへの逆流出行があるとみられる所見であったo taping 

後方における 7{9IJの APの平均は 6.7nmdlgで、この場合における大品数への説法はほとんど遮

断状態にあフたO また、 6例の PAPの平均は 59.8mml!gであり、 9併における RVPの平均は

54.7 mmllgで PAWPと同様iこ若しく上封を示したO しかし、 7例における RAPの上持は平均

8.0mmllgであったO このように大動脈のlfIt行を遮i析して在室を述心性に弘張させる ζ とにより、

機能的{首脳弁閉鎖不全が発説したときのJ!支給j民主流布行は、左}jJからIliIi!日j訟を経てお室ts.らび

に右万jまで逆圧差を生ずることがわかったO さらに、 171¥張WJ庄は、 Fi g. 37に示したように

10釘の PAWPの平均は 33.7mmllgで、 12例における LAPの平均は 36.8mmllgであり、正常値

4.5 mml!gに比較して若しい上舛を示したO また、 8 ifljの LVPの平均は 29.3mmllgであったが、



30 mmllgを訴すものが比較的多かった。この場介、 9fjlJにおける AI'の十.JL) fJほとんど変化が

なく、 16 fYlJにおける PAPの平均は :{7.<1mml!gで、 Jl;z杭jt)jとあまり変らない() 9 WiJにおけるRVP

の平均は 2.3mmllg であるが、なかには 10mmll日を示すものもあった、また、 7 例における I~AP

丹平均は誌とんど変化がみられなかった r) このことは、 Ðl~11汀りjにおいてもたおならびに 1J:.JJJに

血流の郡部があ旬、.)jlli!削除の passivecon肝 st i川もJYtkしているものとみられるりこの場合、

逆流血行による逆正長はお室~IJJ の主 ~llj動w長までであり、収縮JUjの上うにおかj までは波及しない

とみられる所見であったのこのようなfE変化は大動脈にかけた tapll1gを解除すると PAWPで

約 5mmllg、 LVPならびに APで約 20mml!gのtE71~: がみられた以外は、 tapln只Ii1iとあまり変化

がみられずに回復することから、機能的他山弁閉鎖不全による逆流j(ll行は、とくにMi¥日拍車;1に強

い影響を及ぼすものと考えられた。

第 2項 心音匿の変化

{首相弁f;!-l鋲不全誌を臨床的iこ診断する j.t'i合の有力なft'fyf1として、I'/IQJiitf口部心ffの収納jt)j逆

流性雑音が聴取されることである O また、実験的;こfr成した機能的的出弁開室長不全における逆

流血行が心雑昔としてどのように把握できるのかを説認する呂的で、右室の遊離liZ部にマイク

を装着して心音を記録してみた O

その結来、大部分のf91jでは、大動長を tapingし左京のili心性拡張によって機能的{首相弁閉鎖

不全が発現したH与点で、強い収縮JUJ逆流性雑音が記録されたO この雑汗は Fig. 38に示したよ

うに、第 i音を includesして第 11ffにわたる甑明性の全収縮jl)J逆流性雑去を示すものと、 Fig.

39に吊したように第 !?Eを illcludes しないで出 ni'i'にわたる雨前性のJI支給WJj主流性雑討を示

すものとがみられたO

このことは大動脈の tapingによって左主内のl([l11'f~!f imが起り、 k:主JIIそがili心性に拡張するこ

とによって{首相弁の機能的な閉鎖不全が発現し、心J!立縮j~J に左室内に t:!i認した血液が詩j鎖不全

となった{首相弁口を逆流して左房に流出する際に発耽する心内*iE'r干であることが確認された。

この場合、収縮!日JJ.断定性の組ffが白(JI {i'を includcsずるものは、 A:.主rJ'lのlf1l流充訟!立がぬく

左室壁の遠心性拡張がその極度に述している状態であることから、心収縮j~Jの~.Á初において逆

流血行が発現することによるものであり、第 iffを illcludcsしないものは、比較的左室内の

血流充盈位二が{尽く、心収縮が始まり、それがあるおり支j並行して1己主恨の述心性拡張がその胞度

に到達した時点で逆流血行が発現することによるものと考えられたO

第 3項 血液ガスの変動

大動脈と右室に挿入した catheterから動脈血と静脈血をそれぞれ sumplingし、 tapingを



しめた場合と仰除した場合の I勺102、 PaC仏、 a (111ならびにI'v(h 、 I'vC02、 vpllを，11-illlJし

た。

その結来、 Fi g. 10に示したように、出IJ7.Er可能であった 8例におけるド叫んの変動は、あま

り一定の変動傾向がみられず、約半数の例では taplngを行なって閉鎖不全が先現した時点で

PaU2 の減少がみられたが、その他の例では変化がみられないか、または反対に上昇するもの

もみられt::.o また、 Pa02 の減少した例では、 tap 1 叩をW(除してもあまり同但しないか、また

はさらに減少する傾向がみられたo PaCOZ は 5例で tapi ngを行なった時点でわずかな地加が

みられ、解除してもさらに明加する傾向を示した。他の 2例でも tap i ngの時JUJにわずかな減

少を示したのち、解除、した時点では増JJnを示し、 1例では解除後もわずかな減少がみられたO

a pH {こ tapingを行なった捺にわずかに上持を不すものもあフたが、多くの例では変化がない

かま立はわずかに下降を示し、解除後では全例下降する傾向も示したり

このことは、急性的な的和弁閉鎖不全における動脈1il誌の般素分圧は、あまり変動がないかま

たはやや減少する傾向を示すが、動脈血における民限カス分圧はil"1JJIlする傾向にあり、 plIは

低下してアシドーシスの傾向を示すとみられる所見であったO

PV02 Iまtapingしたときにかすかに減少し、解除によって大部分の例が凶復したが、 1i9iJでは

とくに増加したものがみられたo I'vC02は大部分の例で tapings，JIこややif訪日し、解除後もm

却する傾向を示したが、 i併で減少を示した() v pllは全保で tapi開 u与に抵下し、解除、後も低

下を示したO

したがって、静脈l(llにおいても勤続l(ltと同様に鍛素分正はあまり若切な変劫がみられ立いが、

訳版ガス分庄はややm加する傾向にあり、 pJlが低下してアシド ジスの師向を示すものとみ

られる所見であったO

第 4項 X 線所見の変化

実験的に作成した機能的{首相弁閉鎖不全では、左室から左WIこ血行の逆流が起り、それが崩i

動脈、右室ならびに布房まで庄変化を及ぼすことが心Jilli百二内庄の出定で確認されたO しかし、

1(Il[Eの変化が必ずしも 1I1lifi~ の変化と /fíJ 訓するとはj)Ji らないけすなわち JÍltI E の変化は逆流血行・の

I血流量が増加する場合と、血流量は変化せずに心臓または血管の稲少によって出庄の上井がみ

られる場合もある O また、(削lii弁閉鎖不全杭における臨床診断では、在室の angiocatdiography 

によって左室から左Mへの逆流血行を確認しては定診断とする場合もあるので、こ Lでは機能

的僧帽弁閉鎖不全の場合における逆流血行の動態を angiocardiographyで確認することとしたO

左室内にあらかじめ村i入された catheter から、心JI~縮 JtJJに治影剤を t 1:入して、左室から左

房への逆流血行をえ~1~ してみると、左M圧が 14 - 15 mmllgに上封した時点で、明I!lXな逆流血



行がえiç~ されるが、大部分の例では Fi ♂・ 4 1に示したように、!r:)JJJEが約 3() mrnll只にJ:11・した

時点で明際な逆行血流が鋭察された η したがって、(目前i弁の機能的閉鎖不全によるi並行血流は、

お Lむねさきに述べた心血管内圧と併行するものとみられ、 anglりcardiographyで明らかに左室

から左房への逆流血行を観察じ得るものは、 J[:})jIEが約:10 mmll g程度に上昇し、それが右JJj圧

まで波及するこ tマ、右京 fWJの内圧検有による臨n: ，i~1仙の if(嬰な指針となり仰ると考えられたO

しかしながら、左M正が 14 mmllg l'llJ立でも UYIrill 弁の I~協刊、全による逆流 jfllf iがみられることは、

必ずしも心血管内圧と併行するとは|浪らない例も存在することを示唆しており、このような例

では続動揺から名主あるいは右房圧に及ぼすIE変化が比較的少ないことから、右主Mでの庄変

化による臨床診断としてはあまり迎確ではないと考えられ、このような例ではむしろ在室から

のangiocardiogr叩 hyによる診断が正薙を期するうえに重要であるとみられる所見であったO

第 3箆 Ijミ括

以上のように14併の実験犬を使用して、開胸したのち、大動脈に tapingを行ない、左室に血

行部溜を起すことによって左室壁を遠心性に拡張させ、的転弁の機能的な!現鋲不全を発現させ

たO この場合の心虫管内庁:を計測してみると左室圧が約 ~20 mmlig fr¥l主に上封すると、機能的{首

相弁閉鎖不全が発現し、左室内の盛i行が左 JJj へ逆流し、 tl~)jj正は約 30 mmllg寂震に上持するO

左房庄の上持;土器1i静脈なら (f'Iこ!出動脈に逆1-1:差を生じ、いわゆる passivecongestionを52し、

町i動脈校圧が約 45mmHg程度にまで土持するO この逆正差は右室庄で約 55mmllg、忘}jj庄で 8

mmHgの上昇・がみられるので、あきらかに機能的僧船弁閉鎖不全による逆流血行の逆庄差は右

心系の右房伍まで波及することが雌:沼されたO このことは{首相弁閉鎖不全症の場合、お心系の

心血管内正樹定を行なうことによって、 passiveco時む5t i Oll ならびに的車iJ弁I~-J鋭不全による

逆流血行を推定する診断指針として重姿であると考えられたO

また、機能的{首相介閉鎖不全の場合 iこ、逆流 (f(l{j' による心内雑;!?について技討した結集で、は、

左室圧が約 220πlmllg、左房圧が約 30mmllg程度に上封ーして、あきらかに左室から左JJjへの逆

流血行が生じているとみられる時点では、tiJl音を includesしてjilれ首位の収結jm雑音を示す

ものと、第 l音の後方から漸増性の収納WJ雑音を示すものとがみられたが、日ij若手は心収縮WJに

左室内血液充盈度が極JUJに達した場合であり、後者はその充満度が比較的低い場合であると考

えられたが、いずれにしても{首相介閉鎖不全によって左主から左Mへの逆流血行が生ずる場合

は、収縮却j逆流性雑音として心音区iに記録することが可能であり、拍車ii弁閉鎖不全症の臨床診

断法として重要な指標となることが確認されたO

機能的{首相弁IU.JJJj不全における血液ガスの変動を測定してみた結来では動、的月末ともに P02

の変動はあまり若明ではないが、 PC02はfYJ・静脈糸ともに機能的的ITU1f閉鎖不全が先刻した



時jOJに別加する傾向を示し、また、 apllならびに vpllも低下し、アシド シスの傾向を示したり

このことは、逆流出行による passive c打開est lOf1によソて、!l!¥iのV(i1¥;1 p，';(，1 fならひにl¥:，A昨??

が~tずるとみられることから、呼吸性アシドーシスの ~1( [~JJ をますものと考えられたの

さらに、機能的的1~lj jf-閉鎖小企の場合における逆流1(llf Jを、 はngiりcardi りは raphy でÎíJt~きして

みると、左室圧が均 2:Wmmllg左wu:が約 30mmllg以上に上封ーした場合は、あきらかに左室から

左房への逆流血行が観祭され、僧申ii弁閉鎖不全のIi{t，i{!，診断として有効であったo しかし、なか

には左主正が約 180mml

ような例では逆圧差が右心系まで波及しないことに出立すべきであろうけ

第目立 ~)投例にむける探質的的!mfr閉鎖不全の病態

臨床例における拍車ii弁閉鎖不全症の蔀態発生は、 tnI ~第 11 病jVJのように心機能が完全に代

虫し得る時期においては、機能的{首脳弁閉鎖、不全の状態とみられるが、第四~第町病jVJのよう

に、心機能の代故不全が発現し tc状態では、{曽如弁の22質的変化がil字書に進展すると考えられ

る O このことは臨見({y!jにおける吾Ij検所見で、第 l~ 第 11 !iJi jQJにおける{首相弁の県'おは浮腫なら

びに血液浸11誌の変，化にとどまっているが、 ~n IH ~第l\'病 j誌においては綾維性の増生物がみられ

て、器質的な変化iこ進展している所見からも伺えるO

機能的括和弁閉鎖不全は、左室経が遠心性iこ拡張した場合、弁のlllli索および弁輪は伸張し立

いために弁のIU-j鋲が-1'完全となるもので第 11:iji:で述べたように尖験的には out flowを抑制し、

左記に血流の有if泌を起させることによっても機能的的中ii弁閉鎖不全を発現させることができる O

しかし、器質的な僧キii弁閉鎖は必ずしも左室壁の拡張iこもとすく閉鎖不全とは!製らず、弁輪ま

たは虫tr栄などの掠1'l的な昨持、すなわち弁の破壊、1lill京のItJr裂あるいは弁総のi許生物によって

弁口の開誤が不完全となる場合もある。

著者のこれまでの観察した臨床例における{首脳弁閉鎖不全症では機能的的和弁開設不全から

弁輸に物理的な約戟が長JVJにわたって加えられる結来、カHi舎に炎症が起れその部{立に線維性

の増生物が先生して、苦言質的な閉鎖不全へと発展したものと考えられ、なかにはそれが原国で

詑索の断裂を起した症例もみられると同時iこ、 !il4jVJが進行するほど弁輪の器質的な障害が進展

する傾向がみられたO

そこで著者は、人為的に可能な訟ヲ臨床開に近いお質的倍中日弁閉鎖不全症を再現しようと考

え、弁輸に人工的な車IJ松を力11 えて線維性のj竹生を発現させ、{{:~質的な{首相弁閉鎖不全を作成す

ることを検討したO しかし、これらの Jj tJ;.では必ずしも c加stant な I~-J $fí不全を作成することが

できなかったので、外科~.ヲに的中日弁の一部の1lill索を切断することによって、器質的僧中ii弁閉鎖



不全症を作成したO この場合の{削111弁閉鎖不令ーは、必ずしも臨床[YI]の場合と rliJ--には考えられ

ないが、弁給の器質的な障害によって閉鎖不全が発地し、それに上って起る逆流 [fIl行lよ、 hem-

oのnamicsの状態からみればかなり臨床例の場介と共泊するものと考えられるり

そこで関脇したのち左室壁からブッグナイフを穿孔し、中隔弁の腿;gを一部切断することに

よって作成 Lた恥質的{削U1r-閉鎖、不全ftEの実験{9ilについて、 4カ月!日jにわたり、心臓機能検在

を中心に観察をむなし¥部長的的判弁閉鎖不全症の出生をFllW(することにおめた 1;

第 i箆 実験材料ならびに実験方法

実験林料は犬糸状虫の寄生していない飽wな 1 才 Â~i，:lj の雑組成犬 4 例を{史)fJした。これらの

実験犬は雄 1伊j、記t3併で、体重は 6-9.5 kgであり、実験にさきだって臨床検査を行なった

のちに実験に供した。

突験方法は at r op i n 0.025時 /kg投与して prcmedicatiollを行なったのち、 pentobarbital 

sodimTI 25時 /kgを投与して導入麻酔を行なったのち、 GOF吸入!県酔下で第 4肋出iを凶胸し、

直視下に心臓を蹴出したのち、左主の大動脈弁下部から改良したブックナイフを左室経内に穿

孔した O 穿子ししたフックナイフのブァクを心室中編弁の誕生ーにかけ索引することによって切断

したO 中隔弁の胞索が切断されると、二尖弁の中陥官lIJの弁は弁和、Lを形成せず血行に浮遊し、弁

口の約;紅誌の閉鎖不全nを形成し、心取締WJ1.: /1:出IJ.G !r:))}へ初!立逆説血行が~J:するのこ

の場合、左bJ圧の上舛ならびに左室造影を行なって逆流血行を確認したのち、通7i?の方法で開

胸したO 観察方法は心臓血管内在、心音図、心電IXI、ならびに X線投去を行ない、実験開始揺

を対照としてIJI1胸1((後、 10 11、 3011、 120日を経過した時点で鋭iJ!lJを行なったon出1¥11終了後

は全例剖検を行ない、肉i民的ならびに病理組織学的に観察したO

第 2節実験成績

第 l項 心臓血管内圧の変動

心臓血管内圧の測定は、 NLA変法または GOF麻酔下で顕鼓}JlIf(または鎖静脈あるいは段動脹

または股静脈から CathcterizatiOllを行なって、 IJdJ!EUJV良枝圧(PAWP )、左M託(LAP )、左

室圧(LVP )、大動脈庄(AOP )、主)jili動脈正(PAP)、右主正(HVP )、ならびに名房庄

( RAP )を ~tiHlJした()庄記録の方法は catheterを tra川 duserに妓統し、 visigrathに直接

法で記録したO 計測時JWは実験開始lÌÎiを対照として、民R~ぷ切!f)r を行なって閉鎖不全を結認し開

胸した直後、ならびに 10日、 30日、 120日を経過した時点で計測した。

その計iJllj成総は Fi g. 42に示したように、 4伊!のうち、 1例は 10百を経過した持点で箆死

したが、他の 3 例は 120 日後までの長 J~j観察が可能で、あったo 各部位における心臓血骨内庄は、



左室圧が 10日前後に一過性に上灯ーした例もみられたが、 120日を経過したl時点では、刈照的

に比較して約 20- 50 ?oの減少がみられたn たDJH江上、 I~HJi不全を発現させた 1[( 後には急激な

上封を示したが、その後ややド!年する例もみられた(J

しかし、 120日を経過した時点では変化のみられない例もあったが、 80手伝紅度の上封を示

す例もみられたくljilli!肋脈粒圧は l例でやや下降を示したが、仙の 3伊IJはいずれもかなりの上昇

がみられ、山jいもので .10 - ~) 0 :'0:iLl:くの一 1
0

0 刊がみられた"J1di1UJ!llfc) El.t 2作IJでト!咋寸鳴る何lfri]を}Jミ

したが、他の 2fJljでは上打ーする傾向を示し、約 20- ，10ゐの 1"0舛をノJ'したυ-;(01室EEf;t1 fJljで下

降する傾向を示したが、 3例では 120日を経過した時点でがJ50 - 90勾の上封がみられたO

その代表的な実験例の心血管内圧11!1線は、 Fig. 43一 1- 11に示したように、左室庄は閉

鋲不全発現の抗後でやや減少し、 10日を経過した時点では約 20%の-':舛を示し、 120日を経

過した時点では約 50?oの減少がみられたけこの減fI:LtWI 中\1 弁 I~l鎖不全に上って、弁帆の日〈恥

抗が減じ、左房への逆流血行が':1:ずる *ii:!.!~ とみられる所見であったけこの場合の右JJj庄は続日

的に上昇し、 120日を経過した時点では約 80忽の上打率を示していることから、明らかに左

室から左房への逆流出行による存房庄の上昇とみられる所見であったO また、((illVrc系の腕動脈

技庄は経日的に減少する傾向を示し、 120日を経経ニj逃1!.品'hしたH時寺点では約 3ωo~勉b の減少を示したO 右

室庄iは土経経A 日的に上

;いi訂rJ却H与釘iにこ、 ;出!主持ili辻j勤均JV崇兵rcl日iJ.:江iは土t王!口J(告!包な l上クfI-をノjド~ L 、 I:W LIをtお位した[L'i‘点

このことは、柿動紙技ならびに/JjJj動脈が拡張し、 passiveconKcstionの状態がかなり進行し

ている状態とみられる。同時に右室圧立らびに右房庄の上持は、逆流血行による抵抗が肺循環

を経r11して右心系に波及した状態を示し、心不士に I¥ir'，る徴絞がみられ、臨床併とほぼ同様の傾

戸jを示しているとみられる所見であったO

このように、心臓血管内庄の変化を示した実験的の的 1-t: 1å~ 状は passivc co時 cstiOrJによる

とみられる発敬一が若明であり、 iをむ誌が強く、 JW診成見においてもザJlI1~な収総WJi主流性の幸iEEf

が聴取され、臨床例でみられた第lUj，ii WJの様相を足しており、切らかに器質的{首相弁閉鎖不全

症が発現したとみられる所克を示した O

しかしながら、 Fi只・ 44-1-12 に示したように、在主正は抗日的に減少したが、その減少率

は 120日を経過した時点で約 2090.fJnn.:であり、 ::{i1Jj ll:が 120日を経過したi時点で 10幼程度・の

増加率を示し、左室から左fJjへの逆流血行が比較的少ないとみられた突験例では、日l!i勤続技圧

が漸時上昇して、 909o近い上打ー率を示したO この場合、姉動脈は出時減少し、 120 Bを経過

した時点では、約 10ゐ程度の減少がみられたO また、右主圧も減少する傾向を示し、 120日

を経過した時点では約 209o近い減少であったO

このことは、的中ii介閉鎖不全の状態が、比較的程度であり、左室から在房への逆流血行はそ



れほど著明ではなく、 ~Ili l fI l行 jlUAのみが高まっている~)Jill とみられる所比であッたり

このような例では臨床症状も比較的経く、 ~}J タの先咳がみられ、舵診所見では収縮JUJ逆流性

の雑音が聴取された以外は、ほとんど的 ~Jll弁閉鎖小全杭としての特徴的な杭状はみられなかっ

たO したがって、この実験(タIJ では、実際の 1:Í'，，';q、例でみられる~~ Iまたは却 1111;1 J切における初期

の状態を示レてrるとみられる所凡であったυ

第 2項 心音図の変化

心音図は、熱ベン式心音JL¥mfi十I{S201型を使用し、無麻酔出臥位で各弁rJ部から接触型マ

イクロホンで PIC-UPした O 記録H#j~J は実験開始lÌÍîを対照として 10 日、 30 目、 120日を経過し

た時点で記録した。

その成績は、臨栄切断後において全例で逆流血行による収縮mJ雑音が記録されたが、切断さ

れたrut索の状態によって、必ずしも全例において同怯な心~1í: r)- を示すとは|扶らなかった。また、

腿索が大きく切断され、{首相弁閉鎖、不全の状態が若切であった例では、 Fig・ 45一1-4に示し

たように、{首相弁 !J;'fl;を故強点とする全収縮WJ削減性の雑音が記録されたO また、この雑音は

Mまたは Hの音域で若切であり、その他の音域では不明l!J:tであったω さらに、経時的には逆流

性雑音が瀬時現!民となるfrJi(<i]がみられたO

しかしながら、 Fig.46-1-4に示したように、腿ホの切断が少なかったとみられた症例で

は、挺索切断後 10B-30日の時点で、比較的別l[LttJ収書(i1W削減性の雑音が記録されたが、 120

日を経過した時点ではかなり不明i肢となり、わずかな削減性の雑音が記録されたに過ぎない。

このことは、前例とwなってlillr宗のYJ[訴が不 1-分で、あまり著明な的脳弁の閉鎖不全が発現し

なかったことによるものとみられ、心臓血管内正所比と一致する所凡であったO

第 3項 心電留 の変化

心音信i検査と 11甘美に熱ペン式心音心m~l- RS 201 を佼JI]し、 1!(~J存酢で A- Bi訪導法、 12141i肢

誘導法、胸部i手控誘導法ならびに胸部lii極地朗読導弘二で、記録したO この場合の'il1極は主jJil!極を

使用し、実験前を対照とし 10日、 30日、 120 Bを経過した時点で記録し、経詩的な観察を行

なったO

4例における心屯閣の全体的な変化は、実験的な的中ii弁IYl鋲不全の発現後、約 30.Bを経過

した頃から、左房拡張が起出するとみられる位相性 P波が発現し、 120日を経過する頃には、

この{首相性 P波がかなり明瞭になると同時に、病態の進行した併では二峰性 Pi皮を示し、やが

て姉性 P波iこ移行する状態がみられたO しかし立がら、左室山大の所見あるいは右室肥大の所

見はあまり著明ではなく、 120日程度の病勢経過では、あまり心把大が発現しないものとみら



れたO

その代去的な併として、比較的明!!í，(な器質的{円~1l1f'IUHtjイイ三を!己し、お III 州 W1 に相当する臨

床症状を乳わした例についてみると、 Fig・ 47一1-8に示したように、 A ... B誘導法において

は閉鎖不全発現後初日を経過した時点から、 A一則、 A-B 11、八一 BaVRの誘導で的問性

P 波がみら材、 F~J 時に STsegmentの上持または FISit-がみられることから、逆流血行によって

左JJjの拡張があり、 passive COll又est i onを示していると IIIJI!与に、冠不全の状態を示している

とみられる所見であったO さらにこのような所見は、 120日を経過したH主点でー肘明瞭となり、

漸時iこ病態が進行している状態を示していた。肢誘導訟においても A-B誌等法の i品台と同様

の摂見であったが、 30日を経過したl時点で先J}LしたWiijJll'i'J:p波は、仙の訪等法に比較して最

も若拐であったOまた、 120 [1を経逃した時点では二~l下位 p 法を示し、 !i211ii生p泣からsln性l'

法iこ移行する状態がみられ pas s i vピ congl'st i onのill!f Jを1，iJわせる所凡であった。また、この

ような所見は臨冴ミ併で鋭察された第日~第ßI病)~lにおける{許制性 P 波と fJJ援の所見であり、病

勢が進行して第 E病jUJに主主れば、腕tl:p波に移行するものとみられる所見であったり

また、{首相弁の閉鎖不全が比較的経度であり、臨討J伊jのtnI flii WJに本H当する実験。;1/では、 Fig. 

48-1-8に示したように、 A-B誘導法では閉鎖不全発現後 10日を経過した時点で、?波の

増高が著号J.Jであっ'たが、この所見はuri腕手術による影殺とみられる務見で、話J3;i異常によるも

のとはみられない。その也、 P波または QIミS群iこも iまとんど変化がみられなかったO 標準肢誌こ

導では 10日を経過した時点で T波の柏市がみられ、 30日を経過した持点では{首脳性 P波立ら

びに STsegn淀川の下降がみられたが、 i海部に比較して絡めて軽度であったG また、 120日を

経過した時点でもあまり進行がみられなかったりこのような所見は、臨床fYljで‘みられた第 11高

知jに相当する所見であったO

第 4項 X線 所克の変化

X 線担tZ l;~ は NLA変法または GOF M'fri'，;で凶肋脈またはJl交!日JIl*から catheterizationを行ない、

左室造影による angiocardi叫 raphyで伯申11:1r閉鎖不全による左主から/五})jへの逆説血行を{ijr認

した O また、心臓血管の形態的な変化が、臨床例における形態的な変化とどのように天打Gする

かを確認するために、 V-Dまたは L-V方向投射で単純1M影を行なった。

その検査成績は Fi g. 49一1-2に示したように、的中ii弁の限定が大きく切断された{Yljでは、

術前の所見では、心収縮)01に在室ならびに大動脈に血流が駆出され、左房への逆流血行は全く

みられないが、{的中ii弁の中 ~M介を切断した直後においては、 ii主から左 !jjへの逆流 [Üt行がみら

れたO これが 10 日を経過した時点では、 -}~1 切 I!í，(に観察され、 120臼を経過した時点でi立、逆

流血行が左JJJから肺静脈にまで波及している様相が明瞭に観察される O したがって、腿宗を切



断した当初より伯中ij弁閉鎖不全が続日的に進行し、 120 r Jを経過した時点ではHI!i静脈への逆流

がみられることから、明らかに逆流血行によって pass1 ve conges t 1(1) が起っているとみられる

所見であり、臨床例の angioca rdi叩 raphyで観察されたな.'J111 -::u l¥' flii Jtjの所見と同様の所見で

あったO

しかしながら~~ i g. 5 0 -1 -2に示したように、的Ip¥1弁の1似;が小さく切断された例では、

拐断出後に左室から左JJ}への逆流i血行が者明に組祭されたが、 10日後Jならびに 120日後の所

見においては、あまり逆流1fI1行の進行がみられず、)J!¥i静脈への波及もみられなかった。このよ

うな鰐では病態の進行がおそく passlvど coロgestionのねm:も比較的軒度であり、臨床例にお

ける第 1-第 11病WJに相当するとみられる所見で、あったり

第 5環 器2検王寺見

4 {苅の実i投開のうち 1伊jは 18Elを経j邑して先死し、{告の 3部は 120日後の投査を終えたのち

吉IJ検を行ない、肉限的ならびに病理組織学的にrlJt察したり

実験問における心臓の肉眼的な所見は、信組弁の最trオ;が切断された状態によって相違がみら

れ、 Fig. 51 Iこ示したように、中指弁のliiT444が大出分切断されているものと、 Fig. 52に示し

たように、その J 部が切断されているものとがみられたO しかし、いずれの併においても弁口

の閉鎖は不完全で、明らかに期鎖不全の状態を示しており、挺索が大きく出額されたものでは

閉鎖不全円も大きく、 llili~iが小さく切断された伊i では閉鎖不全日も小さかったO また、j!f] 鋲不

全の弁輸は浮)W状を示し、総*it1生の増生物がみられるとliiJ時iこ閉鎖不全の強い例では、左})jほ

に jet噴射による出血斑がみられたO

このような肉限的所見は、臨床伊jでみられた所見とほiま一致するものであるが、実験例では

120日程n交の経過であったことから、 l出比例でみられたtsI¥' 11iiWJのような弁析の都民的な障害

はみられなかったが、第 s-m置病期でみられた所見と同様な程度の器質的障害がみられた。

{首相弁の病理組織学的所見は、 Fig.53.54に示したように、線維性の前生、浮股、結合織の

肥厚ならびに炎症性細胞の長iWJがみられたO しかし、その変化の程度は臨床併の第監~第 IY病

JUJのそれに比較して軽度であったO このことから、臨床例でみられた弁輸の増生物は発病当初

においては機能的僧側弁閉鎖不全が発現し、それが長期にわたる逆流出行の物理的な約般によ

って、器質的な障害へと発展したものと恕定されたO

第 5節小 括

突験的に器質的{首脳弁閉鎖不全を作成し、臨床例における{首相弁閉鎖不全症の病態先生を支n

論的に理解しようと考えたO そこで位版な犬 4例を使川し、開JJ旬したのち在主壁からフックナ



イフを穿孔し、心室仁!I隔弁の腿宗を切断することに上って人為的な加質的(首相弁閉鎖不全を作

成したo このようにして作成した的rr!H弁閉鎖不全においては、心索中川弁のB244:が切ItJrされる

ために angioc a rd iographyで!ill察すると心収縮JtJJにおいて左出光伐の際、完全な弁机を形成せ

ず、一部に閉鎖不全口が生じ、左室内のSU1.流は左りj内に逆流するけこの逆流現象は肱索の切断

された大きさにはってグ1':なり、大きく切断された場介は逆流1(11.行が主ゆjで、メL力jからfllli静脈へ

波及し、経目的な観察で 120日を経過した凶には pass i ve c()ní~es t iりnの状態が明flf，tに発現する。

そして臨床症状は発I授、俗忠、 j出動 Jli合ならびに心I}~ 剖i iT が聴取され、 ~JI[，tf( {'l1Jでみられた第 11

~第盟病j出の症状を呈した。

しかし、腿宗の切断が小さかった例では、間~を切断した当初においては明瞭なj担流血行が

みられたが、 t王日 (l~ tt. i悦察においてはあまり j並流血行のj並行がみられず pa s s i ve c 0 ng e s t i 0 n 

の状態も逃民しなかった〈】また、臨床応状もJW診で剥lJfが聴取された以外l土、あまり者切な変

化を示さず¥臨床。ijの第 1-第 H丙WJに相当する所見であったG

このような実験例の心音凶変化は、 E住索切断直後から収納WJ漸減性の心雑音が記録されるが

逆流車行が著明な例法ど明瞭で争った。しかし、雑苦の typeは臨床仰と!司様に必ずしも一定

のpa t tc rnを示すとは!扱らなかったが、収縮JtJJ逆流性の雑音であり、{首相弁口部を最強点とす

る所見は、かなり，臨床例と共通する所見であったO

心1[ ~1検査の所見では、腿 54: 切断後 30 日を経過する引から的 I~U性 P 波が出現し、左JJj拡張

の様梧が侍え、 120 Bを経過する頃iこは一!説明瞭な治相性 P読または二峰性 P波を示し、 pa-

SSI ve co昭 est i onの進行にともなって伯脳性 P法から、 DI!i性 p波へ進行するとみられる所見

を示したO このような所見は、臨床例でもみられた第 i病JUJから第 I¥'病WJまでの移行経過を観

察した所見と共通するもので、 MJUJの進行を表現するr9r見とみられたO

X線所見においては、挺344切断によって切らかなJUlf j"の逆流現象が確認され、これを経E的

に観察すると、民「告が大きく担~!訴され逆流血行の多い例では、腕静脈まで逆流血行がみられ、

passive co時 estiollがーた?著聞に現われることが臨JZされた。これに反して、縫合計の長Jt訴が

小さいouで辻、逆流出行が少なく passivccongestionの状態も比絞的軽度であったC このこ

とから、弁口のお質的な昨告の紅度ーによって11IifiBの進行も足ると必定されたO

このようにして、心室中隔弁の謎344'を切断することによって実験的に器質的地鉛弁出鋲不全

を作成し、これを経目的に 120日間にわたフて観察した結来では、臨床症状、心車管内託、 X

線検査の成績から、かなり臨床備に近い状患で第 i病JtJJと第 11-第 IH病WJ!こ担当するとみられ

る出質的(首相弁閉鎖小~を作成することができたけ

これらの実験例を音IJ検して、弁口の状態を鋭祭してみると、切断されたfilli索iこよって弁口の

不完全閉鎖が生じていると同時に、仙の弁輸にも浮fu11ならびに線維性の治生物がみられたo ま



た、 この状態は臨床例でみられた第 11 -第lU州WJの行Ij枚所見に相当する所見であったり また、

{首相弁の病理組織学的所見においても、線車iE性のW/生、がifT織のJjEI手、 11-n'l(ならびに炎症性縮

胞の浸潤などがみられた。左主位には Jct噴射によるとみられる U¥IflLHEも観察されたり このこ

とは、健索切断の当初においては逆流血行によってカ咋向に物.Pll的な京Jj欣が力11わり、向日の経過

にともなっ τ介紛に炎1IÎ~ が~!:.じ、総統 jfl:の J，{/"t.にj住民するものと必;むされたっ

このような実験結架から臨床例における出質的な的 r~U 1HYl鎖不全症は、 その発的当初におい

ては、機能的的~ll介閉鎖不全が発現し、 その逆流IflL行が物理的に弁輸を京JJ?xするあij県弁&iiHjの炎

症が起り、時日の経過にともなって出質的な(首脳弁閉鎖ィ、全III:に進出するものと考えられ、本

症における病態発生について一応の理解ができたと考える。

第 w三宝 総 括 ならびに考察

犬の{首相弁閉鎖不全症について、 その病態究明と実際の臨床診断指針を得ることを目的とし

てこの訣究を突諾したo実施方法は外来または入院忠市を対象として、約 2年間の間に 80例余

りの的問弁閉鎖、不全症を制察し、 そのうち理化学的な臨床検在の可能であった 46例について

anり明叩}広山山:β小iれ{川ardωlμ10句gra叩p】hη臥》

検査査.ならぴび、にf古印別?引刊|リj倹を行なしい、¥、 臨床例における{的的中相i日1弁|同問1干羽.1主釘鋲f口i不全f拍症dι;の?州li4河J態を検Jふ討、，tしたO

X線検夜、一般臨 tt~症状、 lÍl l法投丘、心屯以!、心音凶検査、

さらに突験

的立機能的治相弁閉鎖不全、 11-らびに器質的{首相弁閉鎖不全を作成して{首相弁閉鎖不全の病態

発生について検討を加えたO そしてこれらの倹究成総ならびに実験成政から、犬における{首相

弁閉鎖、不全の病態について考祭を加え fi c ldにおける本広の臨床診断指針を明らかにしたO

臨床的に観察した 46仰の僧申ii弁閉鎖不全症を犬航別にみるとマルチ ズ 25例、村 10例、

ポメラニアン 3倒、 ブぃ ~..ノレ 2 {9U、シ ュナウザ 、ヨ クシーγテリア各 l倒、雑種 4例で大部

分が toy糸の小型犬frriであった。年令Jjljには 4- 15才令で 6才以上のものが 43例、 そのうち

10才を越えるものが 22伊jで老令のものが多かったO 性別では紘 27倒、推 19例で、体重は

2.0 - 5.0 kgのものが 40併で大部分が小型犬で屋内制打のものが多かったO

. 5) 
このような症例を Et t i ng e r ， S. J .り の病mJ7JIJ分郊を参考として、 46例の臨床併をf高知j

別に分類し、 その臨床症状を鋭察してみると、部 1hiiWJの症状を示したもの 18倒、部』病j剖

の症状を示すもの 5例、部 IU11Ii J~J の 1JÌ~ 状を示すもの 11 錦、 ml¥'が1Jmの症状を示すもの 12仰で

あったO その南沫症状は、第 i病j誌を示す症例では、 元気、食欲ならびに栄養状態には異状が

認められず、 i問診所昆で{首相弁口部を最強点とする~又縮j弱雑者が聴取される以外は、畜主も全

く異常に気仔かず、能&Ji診断または{告の疾j占、による上診で発見されるものが多かったO 第 1病

見j を示す症例では、元気、食欲ならびに栄詫状態にはb'~常を認めないが、 í;ilJ タまたはそ支出に乾



性の咳を発し、収縮WJ雑ifが比較的手;:明;こ聴取され、 f.i.+は発l反をF!lillに f-:診したものが多か

フたO 第 IU 病 JVJ を示す症例では、 j乙 ~zmj足し、食欲小JM，栄長状態の低下がみられ、述出j を好

まず、昼夜にわたって強むり;土佐の充咳があり、 ときに iより、明または恥n!:がみられ、表明な収縮

WJ雑音が聴取さ?、市主は発咳を理[t1にゆしたものが多古川北O 郡川tJJを示す問では元

気、食欲の著しい減退、運動1li 夜、 Hf支にわたる乾性の発践、巧F 抜異常、社咳またはr.~11:! ，止、鼻

汁の排n止、ときに失利!などの症状を発現し、市主は11¥符な疾病という町出で上診したものが多

かフたO

:~)~ or.. 2) 以上のように臨比例における的似介閉鎖不全jtÎ~は De t ¥ve i 1 e r ， D. K. ， "j  Da s ， K. 1¥1. ， L.)あるい

11) 九Jl仁
はKersteJl，U.ら の山口しているように、 i五倒的iこtoybreedの犬桶で、主持で鼠有され、

家族と同尉しているものに多かったO また、性別では、雌より雄に多くみられ、純系に繁殖さ

れたものに発病が多い傾向にあった。これらの臨床応状は Et t i Jl肝r， s. J ・ら 5) の前期分類と

お込むね適合するもので、臨床症状を詳細に観察することによって本症の臨床診断がある程度

可能であることがわかったO しかしながら、 De t we i le r ， D・K・らめが報告しているように、 2

-3才から本症が発11JJし、 5- 7才で収納jtJJ雑音が聴取され、 8- 9才で左室機能障害を発現

し、 10- 12才でうつ血性心不全に陥るという病勢経過は必ずしも迎合せず、 10才を越えても

第 i病jtJJまたは第 1111Ij Jりj の杭状を発現し、心{にf丘小企:の jtÌ~状やうつ Jfl1性心不全の症状を発現し

ない症例もみられたO また、その!IIi勢経過を第 l病jtJJから 6- 14カ月tBJにわたって観察してみ

ると、時日の経過にともなってしだいに病勢が進行して抗日'州知jに全り心不全に陥るものと、

第E病j切の症状を示しながらも心不全に陥らないものとがみられたO このことは、必ずしも若

令で発病し、年令経過にともなって病JtJJがj並行するものとはliRらず、発11IiのUljjtJJは年令にかか

わらずその要国によって発病し、発病したのちはi昨日の経過にともなってしだいに病勢の進展

がみられるものと考えられた。

臨床的に観察した症例のうち、 ~~W 可能であった，10 WiJについて JflLi伐肢五を行った結県では、

病勢の進行にともなう riskの状態を判定するための参考資料は伴られたが、{首帽弁閉鎖不全

症を血液検査の成誌から判定し得るような特徴的な校在rN:Wは何られなかったO

臨床的に観察した 46例の全伊IJについて X線検在を行なった結果では、第 1-第 11!~iJt:JJ の症

状を示した併においては、 D--Vまたは V-D 像で大部分の例では 3r時の位世に左fJjの突出が

みられ、なかには在主がわずかにm大しているものもあったo L -V 仰では左力Jm大のみられ

た併で記長.IJ心 wai s t の治退がみられたO また、気fn' の ld)}í立挙J二、 ~ijj}{I't:挙上またはnIj胸位挙

上や吉tr腕位下降などがわずかの例でみられ、肺血管紋理は明H慌で passive congestionの状態

を示すものが多かったo 第1II病 J tJJ の抗状を示した i;l~iYljでは、左J)}の突Ulならびに左京の増大が

著明であり、なかにはおJ)}またはお出の'FV交または中等伎の前大がみられるものもあったO ま



た、左房位気竹単一/:を示すものが多かったが、 ;{i))}fιfA11二千/--を ;J.;すものもあソたυ)己nlJJ心

waistは大部分の例で消退し、不鮮明であうI た，コ IJdi血行紋血は若明で passivccon日目 t1 011の

状態は第 11Ji!i J~J のものより-- h~TI\ -1;:明であったりまた、なかにはれ!止のIldi水師、!日正j水などの所見

がみられるものもあったO 沼町 1，IjWJの症状を示す症例では、左右心室の増大が:11砂jで心臓は球

形を呈し、全仰で左1Jj突出がみられると同時に、大部分の秒IJで、右民の明大がみられた。また、

尾側心wa1 S t は 11~Jllし、 kJJjf立または才I))j fまでの勺íì'~'. の苧/:がみられ、HrJiJ(IL 1'i;ねJlllはゆJI阪で

pa S5 i VC co時C5tl011 はイ凶11~強して rtU ~.~されたり

9) ff'. }，{J 8-_ a... 1- : ; ヂ ド
このような X線検在191見は Haml i n ， R. L . のぬ口のよフ f:.、。おむね病mJ7]1jの stageに分

類することができるが、必ずしも典形[1なな月rJ，~を示すとは 1:]* らないので、的中ij 介閉鎖不全症に

おける X線所比として、 1lij勢の初JUJ(第/~抑 11 1，;j JUJ )には V-D {~!または D-V 像において、

3時の位位における lr::JJJの突出、すなわち左安から左j}jへの逆流血行による左房拡張の所見に

注目して鋭祭すべきであろう。また、左M拡張は L V 保における足。lIJ心 walstを不鮮明jにす

ると同時に、気管の左JJJ位挙上を起すので、これらの所見を参考に判読すべきであると考えら

れたO 病勢の中期(第 1111吉 j~J )では、左))Jの突出はー)也事llKtとなり、左室代償不全にともなう

左室の増大所見がみられることに注 Uすべきであれまた、 Mi!到川派への逆流血行が強くなるこ

とから、時血管紋型が--F;1明瞭と tJ.って passivecongestionがj並行している状態や、気管挙

上が左[jj位からなかには右房位に変造することにも注なすべきであると考えられた。第町病j切

では左名の心代能不全がミ寄与jとなるので、左右の心主的大JVfQのため、左房の突出が比較的判

読しにくくなり、右)JJのI世大が若明となることに詑Hすべきであろう O この場合のめIi動脈紋理

は、 ときとして;締j毘車水詔控jまたはE持持水のためiにこ不鮮号与明1丹jとなる場合があるのでで、注J志立芯立:すベきでで、ある O さ

らに心f代¥:よ償不f全;止ど口;は土木;詑A主:と、 {地由の うつ i血{立舵!孔L1性丹生ι:υd心L、不f全~モとの実芳知nリ砧ば川;出K叫，U

位の突出を{母訂確立立苦草払1;，ム:，必沼すること;にこよつて、ある者I¥JSt鑑i~JIJ し得ることに注日すべきであると考えられたO

また、観察可能であった 7例の症例について、 6カ月から 48カnにわたるがJ勢経過を観察

すると向時に、 X紋所見の続時的な鋭察を行なってみると、おおむね病勢の進行iこともなって

X 紘所見も変化することが薙認され、 f~WJの判定をする臨床診断の方法として X 線検査は極め

て実用的な検ht.tであることがわかった。

臨床症状を鋭祭した主主的のうち、投五可能であった 45例の起仰について心配凶校査を行な

った結束で、は、 wi勢の初期においては惜紺性P波がみられると同時に STsegment上昇ならび

に下時がみられたO また、 fJj勢の l:j:ljUJから後j誌にかけては、的車il性 Pi皮とIlilii生P技がみられ、

ST segmentの変化は一回若切になり、在室肥大の所見もtitZきされることが本症の特徴的な所

克であったO このような所見は左室から左房への逆涜盛行によって、左房のうつ卑性拡張が9G

1見して伯帽性 P波がIlPJLし、さらに passivecongestionが進行するにしたがって目指性 P波iこ



移行すると考えられる O また、 STs egmen t の変化は Jf~tJ;~ から大動脈への脱出ill: が減少するた

め、冠不全の状惑を訴すものと考えられたけ

しかしながら、 Wallace• C ・R・ら 19)のW1台しているように、 i出生(泊中¥i:1H虫剤t症では 53%に

不整脈がみられたというが、著者の鋭祭では 1{)iljに上主itJtJJ外収縮が観察されたのみであったO

実際の臨床例イは心背凶般公が 11-1 雌であるが、検査 'IrÍì~であった 30 例について心音同検査を

実擁した結巣、全例において倍率li弁口部を故強}~i..とする Jlx結 JUJ逆流性の心内雑音が観察され、

聴診m見をw付ける所見として1ft:史ーであったo しかしながら、心内雑汗の typcはさまざまで、

全校総JUJ踊j告 示19i減性、融減1:1:あるいは第 if?を includcsするもの、第 11{iを includ esする

ものなど、で、病JlJJJjljによる一定の傾向はみられなかった。このことは、的。ii弁閉鎖不全の状態

が必ずしも病問と1JHーするものとは以らず、閉鎖小全れの大ささ、または閉鎖不全の状態ある

いは逆流血行の程度によって心雑者も異るものと考えられた O しかしながら、 GoUllzi，L・ら 6)

は、本症における初期に第 i音の前強がみられるというが、著者の観察ではあまり著拐では

なかったO また、第 iVmJUJの11;fiEでは、むしろ心内雑去が減弱する傾向がみられたO

以上、これまでに観察した臨床症状ならびに臨床検査の成総は臨床併における治結弁開鎖不

全症を臨掠的に診断する場合の診断指針となるものと考える。しかしながら、これらの検査結

栄は、僧Ip[j弁閉鎖不全による心l人]lf!t {jまたは循環其常によって充玩する変化の一部をとらえて

得られた成献であり、このような検査結架と hemodynamicsの出品を託事iすることによって、

一回検査結果の信頼度を巾すと何時に、 Pj[論的な肝釈に役立つと考えられる O そこで、 angio-

cardiographyならびに心血管内LJ:扶五を災施して hCI加 dynallllc sの変北を鋭怒してみたり

検査可能であった第I!i~第百病則の症例 4 例について、全身麻酔下で catheter izat ionを行

ない、左室内にj芭影前をn入して11:'jfから11:J;jへの逆流出fjを観察してみると、的知弁の閉鎖

不全日と心収縮WJに左31から左}jjへの著明な逆流lUl行が位認されたO この逆流血行は Das.K. 

M・らめの報告と同様であったが、左房までの逆流で、姉静Jlifcへの逆流がみられないものでは

passlVC congestlollが比較的程度であり、 JJr1i静脈まで布切な逆流がみられる症例では、 pas-

sivc congest ionも若別であったO このような passive conges t i onが気管弦を料戟し、本症

の主要な臨床症状である発肢を誘発するものと考えられたO

このような逆流血行は逆流する血流iltによっても有Ij企がみられると考えられたので、検査可

能であった 6例の|恥比例について同様の方法で catheter izat Ionを行ない、収縮WJならびに拡

張jUJ圧を計測してみたO その結巣、左室庄は 13 8 ~ 2 20 mm 11 gでいずれも向く、大勤扱庄は大

部分の例で 140nun IIg 以ドで正1~~-他より低かったO このことは11二安から大動脈への血流jit の減

少と左室から左房への逆流IIIl行を示唆する所比であったo また、 1i室LEは 34 - 120 mmll gで柿

動脈圧は 34- 98 mmllg、右房庄は 6- 18 mmllgで、いずれも異常によ



;'ntlY長系のうつ 1(1lを示唆していると考えられる所見であっcon只estionが右心系に強く影響し、

. 19) 
このような hcmodynamicsの変化は Wallace.じ.R. り の報告した紺!?刊訂正ならびにJliliたO

動脈庄の毎li\llJ 値と同様に、病態の進行によって右心系のうっ血性íH~が強くなることを示して

いると考えらiIたo

以上、生liiiにおトて可能な臨床枚れを実施し、 それぞれの臨床検校において的制弁閉鎖不全

症の特徴的な所見を鋭祭することができた。

そこでこれらの検査結来と実際の心臓における出的な変化とを対応させて検究結果の信頼性

を確認するために、安楽死または経過観察途上に蛇死し、音Ij検が可能であッた 8例について肉

その結架は、お 1-第 111114 J号iの臨床症状を呈していた症眼的または病理組織学的に観察した。

例では、{首相弁の弁口は閉鎖不全を日し弁輸は鮮紅色で、i'f-fl'![状を註しているものが多かった。

また、第目~抗日'病10]の症状を呈していた症例では、{首脳弁の弁口閉鎖不全が著明で、弁輸に

なかには1122Rの断裂がみられた症例もあったO このような肉限的

Das.K ・ M・ら 2~ 、

は線維性の;tfl生物がみられ、

‘ 3) 4) 
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肉眼的

しかしながら、第 1-第 1病期の症線維症とみられる所見であったOな所見からも一見して、

例で臨床症状の軽い初J~Jの症例では線維性の相生が少なく、弁輸の i判長あるいは炎症性の所見

がみられたO また、{目的弁の病耳目組織所見では、線維性の明生、結合織の坪i生、浮臨あるいは

このことは、本症の病態発生が Angri st • A・ 1)の主張するごと炎症性の細胞浸~r~JがみられたO

むしろ機能的的中ii弁閉鎖不全の発引が先行く、感染や免疫反応によって発叫するとはFl~らず、

それが時日の経過にともなって慢性その逆流血行によって弁輸に物国的な京IJI決がJJ!lわれし、

的な障害となり、弁輸に線維性の増生が発現したと考えられるO 彼等の報告は先比した検体を

解剖した所見とみられ、第 IV病jDJを経過した症例であったと推察されるから、著者の観察した

第野病WJで末期的な症状を示した症{9IJと対応するとみられるO

この時点における剖検所見から僧恥j弁の慢性弁股線維症または僧帽弁線維症と

その 11~lJ?発生からみれば、機能(!:J{首脳弁閉鎖不全をも合

めて、{白帽弁閉鎖不全症と考えるほうが実際の臨床診断においては妥当であると考える。

したがって、

みても差仕えは tt.いと考えられるが、

このよう立病態発生を理論的に解釈する目的で、開胸を行ない大動脈を tapingし、そこで¥

左室に血行のm}潟を起させて左室s!を述心性弘張させることによって、機能的な{首相弁閉鎖、不

そして在室から在房への逆流血行を angiocardiographyで硫認し、

心音国で逆流血行による心内雑??を観察してみたO その結集、左室払張によって機能的僧帽弁

全を実験的iこ作成してみたO



閉鎖、不全が発現し、 tr:'j~から左 ))j へ逆流J(Il 行が '1:.することが鉛認されたっこの逆11!LJ{Il f Jによっ

て拡張した弁輸に物Jl!l的な逆流庄が加わり、有印jな心手H:r~' を先fえすることがわかった J この場

合における hemodynamicsの変動は、左京JEが約 220nlmll氏、 J，:}}jJ E約 5:~ nun 11父、 llili1U) foi< 1-E約

印刷旬、千室iE約 54mm Ilg、附肘岐部I=H(:I4 6 mm 11 gで¥カなり尚酬における he山一

nami cs に近い値ぎ示し、急激な，む不全!J)状態を示すことが ~IE関された。

さらに機能的{首脳弁閉鎖、不全を経日的に観察することは !J~ 'i:m なので、開制したのち、 1i: 室泣

からフックナイフを穿孔し、中尉弁の liill 索を哲~1!Jfして実験的に器質的泊料弁閉鎖不全を作成し、

これを 4カ月 mJにわたって長jm観察を行なったO その結架は、 liill~~が大きく切断された例では、

4カ月を経過してお Lむね臨tk例でみられたtij昔前j誌の臨床症状を示し、心定詰iならびに心者

凶所見も{首相 1~E p波、 ST刊にmentの降下、 JJdi性 P波がみられると 1!1111与に1()(粕jQJ逆流性の心内

雑音が観察されたc a叫{iocardiographyでは時白の経過とともに、逆流血行が若号jとなり、事j

らかな僧帽弁口の閉鎖不全も観察されたO しかし、腿344の切断がイ~-I'7Jだった例ではあまり臨

床症状の発現がみられず、部 1!Iij jUJに相当する所見であコた O しかし、収縮WJi主流性雑汗は号j

i抵であり、 a時 iocardiographyで?は、あまり若切ではないがゆjらかな逆流血行が観察されたO 心

臓血管内圧は第 111州lUJに相当する実験。IJでは、経日的に左心糸から右心系への負荷が強くなり、

第 i病jmに相当する突験例では、あまり者切jな変化がみられなかったO このような校五成績は

臨床例の場合とかなり 4 致する所見であり、病態の経時的な変化もほぼ同様であることから、

{首相弁の部質的な防:!?による閉鎖不全症を再現できたと考えられたりこのような突験例を 4カ

月経過した時点でf，'IJ 検したれij 来、 tíけ州 JþJ の 11'1~状を不した症例、すなわち肱京の切断が不十分

だった例では、肉|出的に弁輸の将位ならびにJUl様の炎1Af象がみられ、第Jll1iIHVJの症状を不した

例では、弁ijifuiに紘*w性のJ1'(/生物が税引されたと liiJ1I，lf 1こ、 k.}A民には逆流rfIl行による jet噴射で

出 JÛl斑がみられたO また、 lÎ守山弁の 11iHHl組織所見では tjttii:性の j\lI'I=.、事Ji 合織の JJ~J字、将佐![ある

いは炎症性の細胞反 ijj~Jがみられ、明らかに器質的な障害を発現していたO

このことは、長時日にわたる逆流出行が升輸に物別!的な刺般をJJllえ、それによって弁輸に炎

症が起り線維性の治生が発脱することを物語るもので、お質的{泊中ii弁閉鎖不全M~の主凶は、地

7) 8) 
流血行による弁輸の物埋的な刺戟によるものと考えられた。このことについて、 Haller，J.A. 

は、左室をUfl心して中阪弁の蛇京を切Wrし、実験的に的ITli弁閉鎖不全を作成して、在J)jに逆流

する血行を観察し、その圧変化と左J]J圧山線を吟引としているが、すべて急性実験であり、若者

の実験の知く長時t:lにわたって観察した成績ではないo また、そのi時点における僧帽弁の器質

的障害についても触れられていない O

以上、臨床例における校五五li架から、実際の臨休において{首脳弁削鋲不全症の臨床診断を行

なう場合、臨床症状ならびに X線検究所比あるいは心汗図、心電図校五の所見を確実に把湿す



ることによって第 1l'丙10J~却 l¥'的J01を分野iして .i針。iすることが jjTutであることが昨認された。

また、{首相弁閉鎖不全症の病態発生は必ずしも感染あるいは免疫反応に起凶するものではなく、

うっ血性索凶によフて機能的的中ii弁閉鎖不全が完成し、それがl昨日の経過にともなって部質的

的中日弁閉鎖、不全に進展すると考えられ、その主凶は逆流lfIl行による弁輸の物理的車IJ戟であると

想定された0.1こめ判定を実験的に機能的{円相弁閉鎖不全ならびに出目的{目前i弁閉鎖不全を作成

して実証し得たと考える。

第 V4t td勾

ポ.1
:ー/ぉ
.wu 

犬における治組弁閉鎖不全症の臨床診断指針を佐立する目的で、 46例の臨床例についてー

般臨床症状、血液検五、心屯凶ならびに心i子図快究、 xiU検ft、 angi oca rdi og r a phy、心臓lin

管内庄技査ならびに務理解出学的検査を行なって、つぎのようえE成誌が向られたO

1) 犬における的申ii弁閉鎖不全症の 46例は、大部分が toy系の犬和で、体重1.5 ~ 5.0 kgの

小型犬であったO 年令は 4~ 15才で 6二字以上のもの 43供(93.4?o )そのうち 10才を越える

ものが 22{9U ( 4 7.8 9o )で、圧倒的に老令のものが多かった。性別では雄 27例(58.6 % )雌

19 {91j ( 4 1.3 9o )であったG

2) 46仰の臨比例について、その臨比症状から病1017)IJに分夫氏した結果、第 IJm0118例

( 39.1 9o )、第 11病JtJJ5部(10.8あ)、第壁 11;1WJ 1 1部( 23.9 9o )、第野病J0112斜 (26.0 9o ) 

であったO これらの臨床症状は、第 1W-1J出では{曽郎弁口部を故強点とする収縮却j心内雑音が聴

取される以外の症状はみられなかフた。第 11病WJでは、第 ImjOJにおける所見の{告に、 @Jタに

おける乾性の発咳が特徴であり、それ以外iこ心代償不全の初}倒産状を示したotn III 出期では第

11病}闘の所見よヲ昼食にわたる強い発i反が特激的であり、桧淡または続吐をともない、心代能

不全の症状が耕般に鋭察されたO 第 IV病JUJでは、心代償小全の症状が進行し、左室不全または

前室不全の症状が観察された O

3) 臨床併における出液検査の結架i土、信組1f"f封鎖小:全症の臨床診断として特徴的な検査結

来は向られなかったが、 riskを判定する資料が待られた。

。心定凶検査では病勢の初期に的特性 P波がみられ、出勢の中)UJから後期にかけて、腕性

P波が視察されたO

5) 心音函検査では{首相弁口部を最強点とする取締j弘主流性雑音が記録され、聴診所見とー

致するが、雑音の typeは不定形であったO

6) X~;車検査では、第 1-第 t 病 WJ の V-D訟で、左訴の突出が特徴的であれ L-V  像、で

足側心waistがや〉不鮮明であったo 第liI州WJのV -D 段では左J.;}の突wが若明で、左室が増



大し、 L-V保で尾側心waistの消近、気竹の挙 1:が特徴的であった()第 I¥'ilii)gJのV-D保で

は、左在同室の増大ならびに左右心)Jjが明大し、心肢は球!診をmして心不全を示すが、左}jjの

突出は比較的観察しにくかったO

7) c a t he t e r i za t i 0 n による左室の allgiocarùi時raphy では、心収納 J~J に在主から /1二 }jJ への

逆流血行が確1ii記述ねたO

8) catheterizatiollによる心脱出管内fEiWJ定では、収総)gJの平均的が LVP170市 mll只、 AP

139 mmllg、 PAWP3 mmllg、 PAP50 mmllg、 !{Vド50mmll氏、 RAP20 mmllgで、休術開不全と逆

流血行による passive co時 estionが昂:認されたO

9) 告U倹で、第 1-第 11Jiij )gJ における{首相弁の i勾 m~的所見では、弁輸の j引'H ならびに JJ巴厚萎

縮がみられ、第監~第 I¥'ilIi JUJで、i立、さらに線維性のJiu生がみられ、弁 r-lの不完全閉まnが観察さ

れたO 病型組織学的には弁輪の線維性増生肥厚、 j手，Hfならびに炎症像が観察されたO

以上の成績から臨床WIJIこおける僧桁弁出銭不全誌の臨床診断指針が得られたと考えるO しか

し、本症の病態発生については疑問点が残るので、実liMlなに機能的的。ii弁閉鎖不全ならびに器

質的{首相弁閉鎖不全を作成して技‘討した結果、つぎのような成績が待られたO

1) 大動訴を tapingし、左室を遠心性に拡張させることによって段能的{出ti1T-閉鎖不全を発

現させると、明らかに左室から左房への逆流血行が~tずる。このときの取締勘平均庄は LVP

226 mmllg、 AP6.7mmllg 、 PA¥¥l> <16 mmllg、 PAP 60同部llg、 RVP 55昂 mllgで、臨床例における

体循環不全と逆流血行による passiveco何回 tionの状態を持現して昨認することができたO

2) さらに、左心室泣からファクナイフを穿孔して、心主中野'1'111~の挺宗を出断し、 ~:'i質的僧

帽弁閉鎖、不全を作成して、 4カ月間にわたる長期観察を行なった結果、健索の切断が不 1-分で

あった伊jでは、臨床例の第 11ljj)gJ、Ilill索のむつi訴が大きかった併では、 iお広仰のお IUmJWに相当

する臨床症状と検究結果が得られた。また、{'iU検による肉眼的所見ならびに病理組織学的所元

においても、臨床例の場合とほぼ共通した所見が得られ、器質的{首長i弁閉鎖、不全の状態を再現

して釘t~2、す4 ることができたO

3) 犬における{首脳弁閉鎖、不全症は、これまでの報告のように、感染あるいは免疫反応によ

る{首相弁の器質的障害も存在すると考えられるが、以上の実験成績から、左室のうっ血による

機能的僧問弁|ネj鋲不全が発現した場合、逆流JIIL行による弁紛の物恕的な料1;党が、時Elの経過に

ともなって、{首帽弁の器質的障害に発!民すると必定され、{首相弁閉鎖不全症の病態発生に新し

い知見が得られたと考えるO
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Clinical Studies on Mitγal Insufficiency in Oogs 
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The pγesent studies were carried out to c1arify the patho1ogica1 

feature of mitral insufficiency in dogs and to establish a practica1 

guide1ine foγthe clinical diagnosis of this disorder. The subjects 

used were in時 oroutpatients. A tota1 of 80 cases of mitra1 insuffi齢

ciency were encountered over a period of about 2 years. Of them， 46 

cou1d be examined by physiochemical clinical 1aboratory tests.τhεy 

were subjected to the general clinica1 examination， hematological 

examination， electrocardiography， phonocardiography， roentgenography， 

angiocardiography， cardiac intravascular pressure test， and autopsy. 

sased on the results of these examinations and tests， studies were 

made on the pathological feature of mitra1 insufficiency in c1inica1 

cases. On the other hand， functiona1 and organic mitra1 ;nsuffic;ency 

were produced experimenta1ly to e1ucidate the pathogenesis of these 

disorders. On the basis of the results of those examinations and tests 

and these experiments a guide1ine was estab1ished for thec1inica1 

diagnosis of mitra1 insufficiency of dogs in the fie1d. 

The 46 do号5 which were examined by the c1inica1 1aboratory tests 

consisted of 25 Maltese， 10 Japanese spanie1， 3 Pomeranian， 2 Poodle， 

and 6 mongrel dogs. In otheγwords， most of them be10nged to toy 

breeds. 

When classified by age， the 46 dogs were composed of 3， 21， and 

22 of the age groups of 4-6， 7-10， and 11-15 years， respective1y. 

In brief， most of them ¥'Jere in seni1ity. 

The 46 dogs were divided into 27 ma1es and 19 fema1es， show;ng 



a手redominanceof ma1es. 

When they were ana1yzed by bOdy weight， there were 24 dogs 

weighing 1.0-3.0 kg.， 17 weighing 3.0-5.0 kg.， 2 weighing 7.0 kg.， 

one weighing 10.0 kg.， and one weighing 17.0 kg.. Therefore， sma11-

sized dogs were preva1ent. 

The 46 cases were divided by Ettinger's c1assification of stages 

of disease. As a resu1t， 18 cases were classified into stage 1， 5 

cases into stage 11， 11 cases into stage 111， and 12 cases into stage 

1V. 

The cases of stage 1 were most1y detected at the time of hea1th 

examination or examination for some other disorder. 

The cases of stages 11 and 111 were submitted to the author's 

c1inic with coughing as a main symptom. 

The cases of stage lV were brought to the author's c1inic， since 

signs of cardiac insufficiency had been manifested in them. 

乙linicalsymptoms pγesented in the 46 cases were classified by 

the stage of disease as fol1ows. 

Stage 1 Auscultation revealed a systolic intracaγdiac murmur. 

No other characteristic symptoms were observed. 

Stage 11 Coughing was noticed after light exercises， in the 

early morning， or at night. Respiratory disturbances caused by mild 

pu1monary congestion were apparent. 

Stage 111 Moderate 1assitude was exhibited. Coughing was 

persistent. Respiratory disturbances caused by pulmonary congestion 



appeared. The sign of cardiac decompensation was remaγ!くable.

Stage lV 川 tral insufficiency was complicated with pulmonary 

edema， dropsy， hydrothorax， or ascites. The sign of cardiac decompe-

nsation was presented. 

The results of the physiochemical tests of the 4己casesaγe 

as fol1ows. 

Hemato1ogical examination Data were obtained to judge such 

risk as accompanying the progress in sever‘ity of disease. It was 

impossible， however， to co11ect data so character、isticas to be 

available for the clinical diagnosis of mitral insufficiency. 

Roentgenography No morphological changes of the heart and 

its blood vessels， except a mild hypertrophy of the left atrium， were 

observed in stage 1. 

A distinct hypertrophy of the left atrium was found in the 

position of three o'clock of the V-D picture in the cases of stages 

11 and 111. A hypertrophy of the left ventric1e was a1so seen in 

many cases of these stages. The lateral picture revealed the dis-

appearance of the cardiac waist on the cauda1 side， the elevation 

of the trachea at the leve1 of the 1eft atrium， and an increase in 

intensity of tesse11ation of the pu1monary b100d vesse1s. Signs 

of passive congestion were exhibited in many cases of stages 11 and 

III. 

In the cases of stage IV passive congestion progressed so 

marked1y that the heart become spher・ica1. Besides， the trachea was 



elevated to the level of the right atrium in some cases. The obvious 

condition of cardiac insufficiency was presented in many cases. 

Electrocar、diography In the early stage of disease the mitγal 

P wave was appaγent and the ascent or descent of the ST segment 

observed. In the middle and late stages of disease the mitral and 

pulmonary P ¥'Iaves were presented， and the ST segment under¥'lent 

considerably marked changes. 

In many cases the average electrocardiac axis sho¥'led a shift 

to the left from the normal range. Hypertrophy of the left half of 

the heart ¥'Ias a finding character‘istic of mitral insufficiency. 

Phonocardiography Systolic intracardiac murmur ¥'Ias recorded. 

It was common to all the cases of stages 1 to 1V. 1t was of diamond 

type， regurgitant in the ¥'Ihole systolic stage， or gradual1y decreas-

ing in the systolic stage. 1t presented no type characteristic of the 

severity of disease. No diastolic cardiac murmur ¥'Ias exhibited. 

Angi oca rdi ogra戸hy The regurgitant blood stream from the left 

ventricle to the left atrium occurs in the case of mitral insufficiency. 

This fact ¥'Ias confirmed by angiocardiography. 1n the case of stage 

111 the regurgitant blood stream from the left ventricle to the left 

atrium ¥'Ias confirmed in the systolic stage， and the finding of 

dilatation of the left atrium noticeable. 1n the case of stage 1V 

the regurgitant blood stream extended further to the pulmonary vein. 

Cardiac intravascular pressure test This pressure was 

measured in the case of mitral insufficiency. As a result， the 



systolic pressure of the left ventricle was higher and that of the 

aorta lower than the counterpart of the normal healthy control. 

Systolic pressure was relatively high in the right ventricle and 

the pulmonary artery. 1n the case of advanced sevεrity of di sease 

it was revealed that systolic pressure was high in the right atrium 

and that the passive congestion of the pulmonary circulation caused 

by the regurgitant blood stream was intensified with the advance in 

sever‘ity of disease. 

Chronological observation of cases Of the 46 clinical cases， 

seven were held under observation over a period of 6-24 months. 

Some cases were in stage 1 at the time of initial examination and 

progressed to stage 1V in 7 months to suffer from cardiac insufficiency. 

Others were in stage 1 and increased gradually in sever‘ity of di sease 

to exhibit symptoms of stage IV 24 months later， but remained fγee 

from cardiac insufficiency. 

Medical conservative or symptomatic treatment was applied to 

the 46 clinical cases with an effect to pγolong life. No radical 

treatment was successful in no cases. 

Autopsy Autopsy was performed on eight cases in which the 

patients died of mitral insufficiency or were subjected to euthanasia 

on account of this disorder. Gross examination revealed imperfect 

closur‘e of the opening of the mitral valve and bright-red edematous 

valvular ring in cases of stages 1-11. Imperfect closure was 

remarkable in the opening of the mitral valve and a fibrous hyper-



存lasticsubstance present in the valvular ring in cases of stages 111 

-IV. In some cases the fragmentation of chordae tendineae was 

observed. It was confirmed definitely that organic disturちances

in the mitral valve had caused imperfect closuγe of this valve in 

the cases studied. 

Histopathological examination The mitral valve affected with 

organic disturbances manifested such histopathological changes as 

hyperplasia of fibers and other components of the connective tissue 

and edematous or inflammatory cellular infiltration. In short， it 

presented chronic inflammatory histopathological changes. 

On the basis of the results of physicochemical tests and the 

autopsy findings in the clinical cases mentioned above， the course 

of disease was presumed in the following manner in these cases. 

When mitral insufficiency apゃeared，the regurgitant blood stγeam 

from the left ventr寸cleto the left atrium might have induced the 

passive congestion of the pulmonary circulation. The sever‘ity of 

disease might have pγogressed with the lapse of time. Eventually， 

congestive cardiac insufficiency might have occurred. It was 

impossible， however， to clarify the pathogenesis of mitral insuffi-

ciency from the results of various examinations conducted so far in 

the clinical cases. Then functional mitral insufficiency was 

produced experimentally to observe the pathogenesis of this disorder. 

Oogs ¥'/ere subjected to thoracotomy to perform taping of the aorta， 

which caused stagnation of blood in the left ventricle. As a result， 



this ventricle was dilated centrifugally and functional mitral 

insufficiency appeared. Then the homodynamics of the disorder‘was 

observed. 1t was confirmed that when the left ventricular pγessure 

increased to 180-220 mmHg and the left atria1 pressure to approxi-

mately 30-40 mmHg， the regurgitant blood stream began to occur from 

the left ventricle to the left atrium and induced passive congestion 

finally. The results of this experiment， however， exhibit the 

pathogenesis of acute， transient， functional mitral insufficiency. 

They cannot be applied to clinical cases which suffer from the 

insufficiency accompanied with organic disorders of the mitral valve 

after a chronic course of disease. Then another experiment was 

carr‘ied out to elucidate the pathogenesis of chronic mitral insuffi-

ciency. 1n it dogs were subjected to thoracotomy. The ¥'/a11 of the 

left ventricle was perforated and the chorda tendinea of the septal 

valve cut to produce organic mitral insufficiency. 了hedogs were 

held under long-term 0ちservationfor 3 months. As a γesult， they 

showed essential1y the same tendency in clinical symptoms， roentgeno-

graphy， and cardiac intravascular pressure test as the clinical 

cases.τhey presented similar autopsy findings， including gross and 

histopathological ones， to those of the clinical cases. 

From these experimental results the pathogenesis of mitral 

insufficiency was presumed in the following manner. 1n the earlier 

stages， or stages 1 and 11， functional mitral insufficiency might 

have caused passive congestion. Then organic disturbances might 



have developed in the mitral valve with the lapse of time， and the 

passive congestion expanded to the right ventricle and atrium. 

As a result， cardiac insufficiency might have been induced. 

According to the reports published so far， mitral insufficiency 

in dogs may be caused by organic disturbances of the mitral valve 

inducedむyinfection or immunological reaction. The results of the 

present investigation made it possible to assume that the stagnation 

of blood in the left ventricle might give rise to functional mitral 

insufficiency， that organic disturbances might be induced in the 

valvular ring by the mechanical stimulation of the regurgitant blood 

stream produced by this insuffic;ency， and that organic mitral 

insufficiency might occur eventual1y. In brief， the present investi-

gation presented a new interpretation for the pathogenesis of mitral 

insufficiency. It isもelievedthat the results of examinations 

performed in the clinical cases studied in the present investigation 

wil1 serve as a guidεline for the practical clinica1 diagnosis of 

mitγa1 insufficiency. 
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僧帽弁閉鎖不全症の臨床例
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Table　2

僧帽弁閉鎖不全症の臨床症状

他
の
ぞ
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3Table

僧帽弁閉鎖不全症の病勢経過

他
の
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Table 4

僧帽弁閉鎖不全症の血液検査所見

症例M Ht％ T．Pg／dl BUI㌦9／dl W　B　C GOT（Ku） mf． 病期

2 46．0 7．0 10 10100 35 一 w
3 48．0 8．4 10 6400 一

皿

5 38．0 6．0 10 一 w
7 35．0 6．8 10 35500 一 w
8 47．0 6．6 10　’ ｝ w

10 44．0 5．8 10 一
1

11 40．0 6．4 10 一
皿

12 44．0 7．0 10 一
1

14 45．0 8．4 10 10800 一
1

15 51．0 8．2 10 一
1

17 52．0 8．2 10 22700 一
l
V

21 40．0 7．4 40 一
四

23 49．0 7．4 10 6400 一
1

26 54．0 8．0 10 12200 一
1
V

30 41．0 7．6 10 一
1

31 40．0 6．4 10 一
1

32 54．0 6．9 10 一
1

33 48．0 7．0 10 7600 一
1

36 6．8 6．5 一
1

38 50．0 7．6 10 一
1

39 35．0 8．2 10 一
皿．

40 52．り 7．2 20 一
皿

42 50．0 7．5 16 一
璽

44 52．0 7．8 10 一
1

49 36．0 7．2 10 一
1

52 44．0 5．8 10 一
置

53 44．0 6．2 10 一
1

54 3LO ？．5 10 一
1

59 4LO 8．0 40 一
皿

60 4LO ？．2 10 一
1

62 38．0 6．0 20 一
皿

63 30．0 6．0 11．5 16800 185 一
1

A－1 42．0 7．8 8100 一
皿

A－2 50．5 8．6　’ 7700 一
亘
v

A－3 41．5 7．0 11800 ． 一 w

A－4 29．0 20500 一
w

A－5 4LO 7．2 15400 ｝ w

A－6 48．0 7．8 6500 十 皿

A－7 53．0 7．6 5200 一
皿

A－8 59．0 8．8 18300 一 w



Table　　5　－　1

僧帽弁閉鎖不全症のX線検査所見

症例翫 病期 投射方向 心胸郭比 左右心室比 心耳影像の変化 心ウエスト 管の変形 備　　考

盤 皿 V－D
69．0％

1：1．0 LA増大 暗

2 1
V V－D 68．0 1：0．8 LA増大

馬

肺水腫
3 皿 D－V 不整 LA，LV増大 明

L－R LA，LV増大 尾側ウエスト消退 房位挙上 明 肺血管紋理明瞭
5 π V－D 62．5 1：2，0 LA，LV増大 暗 肝腫大

R－L LA，RA，RV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗

7 1
V D－V 59．3 1：0．9 M，LV．RV，RA増大 明

L－R LA，LV増大 尾側ウエスト消退 房位挙上 明

8 w V－D 58．5 1：1．8 LA増大 暗 D線不明瞭

L－R LA増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗 肺血管紋理明瞭
10 1 D－V 68．4 1：2．8 LA，LV増大 暗 肺血管紋理明瞭

L－R LA，LV増大 尾側ウエスト消退 暗

11 皿 V－D 60．0 1：1．2 LA増大 暗
1

b－R LA．hV．RA．RV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗 肺血管紋理明瞭
12 1 D・・一V 69．8 1：1．6 LA増大 暗 肺血管紋理明瞭
14 1 V－D 不整 LA，W増大 暗 肺血管紋理明瞭

R－L LA，LV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 肺血管紋理明瞭
15 1 V・一D 58．3 1：2．5 暗

L－R 房位挙上 暗

17 w D－V 不明 不　　明不 明　瞭 暗 胸水，肺水腫

L－R RA増大 左房位挙上 暗

21 四 D－V LA声V増大 暗 胸水

23 1 D－V 6L8 1：1．4 LA，LV増大 明 肺血管紋理明瞭

R一工 血A，LV増大 尾側ウエスト消退 子房位挙上 明 肺血管紋理明瞭

24 1 D－V 56．8 1：2．8 LV増大 明

26 四 V－D 56．5 1：1．8 LA山V増大 明

27 r D－V 61．5 1：2．0 LA，LV増大 暗

ムーR LA，LV，RV増大 尾側ウエスト消退 右回性挙上 暗 肺血管紋理明瞭
30 1 D－V 69．7 1：1，4 RV，LV増大 明

R－L LA．RV，るV増大 尾側ウエスト消’ 左房性挙上 明 肺血管紋理明瞭
31 1 D－V 58．3 1：0．9 ムA増大 明

32 1 D－V 59．0 1：1．1 hV増大 明

R－L LV増大 右早智挙上 明

33 1 D－V 68．0 1：1．5 LA，ムV増大 暗

L－R LA，LV増大 左房位挙上 暗 気管分岐部拡張
36 1 D－V 65．6 不　整 エA，LV増大 明

L－R LV増大 明 肺血管紋理明瞭

38 1 D－V 56．7 1：1．0 LA，LV増大 明

L－R 尾側ウエスト消退 前胸部挙上 明

39 皿 D－V 64．0 1：2．0 LA，hV増大 明

R－L LV増大 尾側ウエスト消退 狭窄 明

40 皿 D－V 61．4 1：1．0 LA，LV増大 明 肺血管紋理明瞭

42 醒 D－V 59．0 1：1．6 LA増大 明

43 1
D－V 不明 不　　明 ・明　瞭 暗 胸水，肺水腫

44 1 D－V 63．0 1：2，0 ・明瞭 暗 肺水腫
48 1 V－D 49．0 1：1．0 hA，LV増大 明

49 1 V－D 50．8 1：1．6 LA，LV増大 暗 肺血管紋理明瞭

R－L LV増大 尾側ウエスト消’ 前胸部下降 暗



Table　　5　－2

症例M 病期 投射方向 心胸郭比 左右心室比 心陰影像の変化 心ウエスト 気管の変形 備　　　考

52 皿 D－V
6e6％

1：1．0 LA，RV，LV増大 明

R－V LA増大 側ウエスト消退 左房位挙上 明 肺血管紋理明瞭

53 皿 D－V 70．0 1：0．8 LA，RV増大 明

R－V RA，RV増大 ，側ウエスト消退 明

54 1 D－V 65．0 1：L6 LA，W増大 明

L－V LA増大 ．側ウエスト消退 右房位挙上 明

58 V－D 58．0 1：2，0 明

R－V RA，RV増大 明 肺血管紋理明瞭

60 1 V－D 60．0 1：0．8 LA増大 明 肺血管紋理明瞭

R－V LA，hV増大 尾側ウエスト消退 明 肺血管騒騒明瞭

61 皿 D－V 不整 LV増大 明

62 皿 D－V 66．6 1：2．5 LA，LV増大 明 肺血管紋理明瞭

R－V LA，LV，RV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 明 肺血管紋理明瞭

63 1 D－V 53．7
1：〔∫9

LA増大 明 肺血管紋理明瞭

R－V LA増大 尾側ウエスト消退 右房位挙上 明 肺血管紋理明瞭

A－1 皿 D－V 578 1：2．0 LA，RV，LV増大 明

R－V LA，RA，RV，LV増大 尾側ウエスト消退 明 肺血管紋理明瞭

A　2 w D－V 56．0 1：2．0 LA，LV，RV増大 暗

R－V RA，RV．LA，LV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗 気管支狭窄

A－3 w D－V 67．7 1：1，6 ムA，LV増大

R－V LA，LV，RV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗 肺血管紋理明瞭

A－4
l
v D－V 68．7 1：2、0 bA，hV，RA，RV増大 暗 肺血管紋理明瞭

’ R－V LA，LV，RA，RV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 明

A－5 w D－V 67．8 1：1．5 LA，LV，RV増大 明 肺血管紋理明瞭

R－V LA，LV，RV，RA増大 左房位挙上 明 肺血管紋理明瞭

A－6 皿 D－V 67．6 1：2．0 LA，bV増大 明

R－V 血A，ムV増大 尾側ウエスト消退 右房位挙上 明 肺血管紋理明瞭

A－7 皿 D－V 66．5 1：1．8 LA，LV，RV増大 明

R－V LA，ムV，RV増大 左房位挙上 明

A－8 w D－V 623 1：3，0 LA，LV，RV，RA増大 明 肺血管紋理明瞭

R－V LA，W，RV，RA増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 明 肺齪轍理明瞭



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　1－1
僧帽弁閉鎖不全症第1病期のX線所見

　　　　　　　　Case　No　33　Poodle　♀　12．0才
　　　　　　　　心胸郭比　68％　　左右心室比　1：1・5

A．　L－V方向撮影　　B．　D－V方向撮影

LA一左房増大　　LV一左室増大　　TL一気管左房位挙上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flig．　1－2
僧帽弁閉鎖不全症第エ病期のX線所見

　　　　　　　　Ca8e　No　38　Japane8e　Spanle1　♂　7．0才
　　　　　　　　心胸郭比　56．7％　　左右心室比　1：1．0
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D
－

毎
、
．
ρ
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毛
．

．ノメグ

LA導冠

A．　L－V方向撮影　　B．　D－V方向撮影

LV一左室増大　　LA一左房増大　　W一尾側心wa18t消退
TF一気管前胸部挙上



僧帽弁閉鎖不全症第工工病期のX線所見　　　　　　Fig・2

　　　　　　　　Case　No　52　Maltese　♀　10．0才
　　　　　　　　心胸正比　66・6％　　左右心室比　1　1．0
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ρ
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」
「
翻
』
■

r
導

　
　
　
い

A．　L－V方向撮影　　B．　V－D方向撮影　　C．

LA一左房増大　　LV一左室増大　　RV一右室増大
∫匹＝「気管左房位．挙↓一　一一

D一一V方向撮影

W一尾側心wai8t消退



僧帽弁閉鎖不全症第工工1病期のX線所見

　　　　　　　　Ca8e　No　62　　Japane8e・Spaniel
　　　　　　　　心胸郭比　66．6％　　左右心室比

　Fig．　3

♂　12．0才

1　2．5

勾D

A・　R－V方向撮影　　B．　V－D方向撮影　　C．

LA二左房増大　　LV一左室増大　　RV一右室増大
聖互二気管左房位挙上

D－V方向撮影

w一尾側心waist消退



僧帽弁閉鎖不全症第工V病期のX線所見　　　　　F19・4－1

　　　　　　　　Case　NO　5　Maltes6・♀　12．0才
　　　　　　　　心胸郭比　62．5％　　左右心室比　1＝2．0

A

A．　L－V方向撮影　　B．　V－D方向撮影

LA一左房増大　　LV一左室増大　　RA一雨房増大
TL一気管左房位挙上

W一尾側心wざist憎大



僧帽弁閉鎖不全症第IV病期のX線所見　　　　Fig・4－2

　　　　　　　　Case　N・8M・ltgseδ　7・0才
　　　　　　　　心胸郭比　59．3％　　左右心室比　1　0・9

A

雪’

　　冨∵・　頻
　噛　　●’

T卸，LA　　　　鮭
　　　　　　　LV　匿・．

　　・・二『鰹

A．　L－V方向撮影　　B．　D－V方向撮影

LA一左房増大　　LV一左室増大　　RA一右房増大
W一尾側心wa16t消退　　TR一気管右房位挙上

RV一右室増大



僧帽弁閉鎖不全症第IV病期のX線所見

Ca8e　No　17　Malte白e・♀　5．0才
心胸郭比　測定不可　　左右心室比

F⊥g．　4－3

測定不可

∵TL

A．　L－V方向撮影　　B．　D－V方向撮影

RA一右房増大　　TL一気管左房位挙上
その他の所見は肺水腫ならびに胸水貯溜により不明瞭



Table　6

僧帽弁閉鎖不全症におけるX線検査所見の経時的変化

齪 経過日数 投　　・ 、
’ 左右心室比 心陰影像の変化 心ウエスト 気管の変形 野 備　　　考

10 1 初診時 D－V 68．4 1：2。8 LA，RV増大 暗 肺血管紋理明瞭

R－V LA増大 尾側ウエスト消退 暗

4ヵ月 D－V 86．0 1：3．0 LA，LV増大 暗 左心壁と胸壁の接触

L－V ムA，血V増大 尾側ウエスト消退 右房位挙上 暗

6ヵ月 D－V 80．4 1：4．5 bA，LV増大 暗

13ヵ月 D－V 89．1 1：4．0 LA，LV増大 暗 左心全体の増大
15ヵ月 D－V 81．1 1：4．0 LA，LV増大 暗 左心全体の増大

12 1 初診時 D－V 69．8 1：1．6 LA増大 暗 肺血管紋理明瞭

7ヵ月 D－V 67．3 1：2．4 LA増大 暗 肺血管紋理明瞭

R・一V LA，LV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗 肺血管紋理明瞭
14 1 初診時 V－D 不整 LA．LV増大 暗 肺血管紋理明瞭

R－V LA，LV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 暗 肺血管紋理明瞭

8ヵ月 D－V 66．0 1：3．0 LA，LV増大 暗 左心壁と胸壁の接触
15 1 初診時 V－D 58．3 1：2，5 暗

1」一V 左房位挙上 暗

12ヵ月 V－D LA，LV，RV増大 暗 左心壁と胸壁の接触
23 1 初診時 D－V 61．8 1：1．4 LA，hV増大 明 肺血管紋理明瞭

L－V LA，LV増大 尾側ウエスト消退 左房位挙上 明

12ヵ月 D－V 66．6 1：1．5 LA，血V，RA，RV増大 明 肺血管紋理明瞭

48功月 島一R RA増大 尾側ウエスト消退 右房位挙

D－V ムA，LV，RA，RV増大

30 1 初診時 D－V 69．7 1：1，4 RV，LV増大 明

R－V LA，RV，LV増大 尾側ウエスト消退 明 肺血管紋理明瞭

11ヵ月 1）一V 61．9 1：1．0 明 改善
42 1 初診時 D－V 59．0 1：1．6 bA増大 明

6ヵ月 1）一V 67．8 1：0．5 LA，ムV，RV増大 暗

R－V LA，hV，RV増大 尾側ウエスト消退 暗



イ曽帽弁閉鎖不全症の経時的変化(1 ) F'lg. 5 - 1 

Case No 10 pomeranlan O 7.0才

初診時所見

心 胸 郭 比 6804% 左右心室比 2.8 

A 

Ic. I 

B 

10・1

A. R-V方向 撮影 B. 0-V 方 向撮影

LA-左 房 増 大 RVー 右室増大 Wー 尾側心 wa.ls七消退



イ曽帽 弁 閉鎖不全症の経時的 変 化 (2 ) F' 19. 5 - 2 

4 カ 月 所見

心胸郭比 86.0% 左右心室比 3. 0 

A. L-V 方 向 撮 影 8. D-V方向 撮影

LAー左房 増 大 LVー左室増大 RAー 右房増大 RVー 右室増 大

Wー 尾 側 心 wals七消退 TL一 気管右房位挙 上



僧帽弁閉鎖不全症の経時的変化(3 ) F'lg. 5 - 3 

見

見

見

所

所

所

の

の

の

月

月

月

カ

カ

カ

6
日

目

心月旬郭上ヒ

心月句望日上ヒ

心月旬郭上ヒ

80.4% 

89. 1% 

81.1% 

左右心室比

左右心室比

左右心室比

4. 5 

4. 0 

4. 0 

月千麦 B. 13カ月後:

15カ月後の 0-V方向撮影

LAー左房増大 LVー 左 室 増 大

RAー右房増大 RVー 右 室 増 大



僧帽弁閉鎖不全症の経時的 変化(1 ) F' 19. 6 - 1 

Ca88 No 23 Mal七888 ♀ 8. 0才

初診時所見

心胸郭比 61.8%  左右心室比 1.4 

A. L-V方 向 撮影 B. 0-V 方向撮影

LAー 左房増大 RAー 右房増大 RVー 右室増大

Wー 尾 側 心 wai8七消退 TL一 気管左房位挙上



僧帽弁閉鎖不全症の経時的変化(2 ) F'ig. 6 - 2 

12カ月後の所見 心胸郭比 66.6% 左右心室比 1. 5 

A. L-V方向撮影 B. D-V方向撮影

LAー 左房 増 大 LVー 左室増大 RAー 右 房 増 大

RVー 右室増 大 Wー尾償IJ心 waist消退

TR一 気管右房位挙上



Flg. 6 - 3 

イ曽 帽弁閉鎖不全症の経時的変化(3 ) 

48カ月後の所見

D-V 方 向 撮 影

LAー左房増大

RVー右室増大

心胸郭比 66.0勿 左右心室比 1. 3 

LVー 左 室 増 大 RAー 右 房 増 大



Tabユe　7

僧帽弁閉鎖不全症にむける心電図検査所見
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F'lg. 7 - 1 
イ曽帽弁閉鎖不全症第 I 病期の心電図所見(1 ) 

Case No 38 Japanese Spanlel O 7. 0才

標準肢誘導法

E 

E 

aVL 

aVF 

正常



A-BI 

A-BIT 

F' ig. 7ー 2
イ曽帽弁閉鎖不全症第 I 病期の心電図所見 (2 ) 

Case No 38 Japanese Spanie工 O 7.0才

A-B誘導法
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Flg．　7－3

僧帽弁閉鎖不全症第エ病期の心電図所見（1）

　　　　　　　　Case　No　33　Poodle　♀　12．0才
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Fig・　7－4

僧帽弁閉鎖不全症第工病期の心電図所見（2）
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Fig. 8 - 1 

僧 帽弁閉鎖不全症第 11病期の心電図所見 (1 ) 
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Fig. 9 - 2 

イ曽帽弁閉鎖不全症第 111病 期 の 心 電 図 所 見 (1 ) 

Ca8e No 62 Japane8e Spanie工 O 12.0才

標準肢誘誘導法

MPー 僧帽性 P波 QRS. P-QRS dura七ionの 延長

H. amp. -R東京の highampll七ude8



Fig．　9－3

僧帽弁閉鎖不全症第II工病期の心電図所見（2）
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Fig．　10－2
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僧帽弁閉鎖不全症第IV病期の心電図所見
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僧帽弁閉鎖不全症に夢ける心電図所見の経時的変化
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僧帽弁閉鎖不全症に

醸

おける心電図の経時的変化
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僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（2）

　　　　　　　　　　Case　No　10　Pomeranian　♀　7．0才

　　　　　　　　　　7カ月後の所見

　　　　　　　　　　標準肢誘導法
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僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（3）

　　　　　　　　　　　Case　No　10　Pomeranian　♀　7．0才

　　　　　　　　　　　13ヵ月後の所見

　　　　　　　　　　　　標準肢誘導法
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僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（4）

　　　　　　　　　　Casθ　No　　10　　Pomeranian　　♀

　　　　　　　　　　13ヵ月後の所見

　　　　　　　　　　　A－B誘導法
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　12－1
　僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（1）

　　　　　　　　　　CasθNo　14　Japane昼e　Spaniel　♂　8．0才

　　　　　　　　　　初診時の所見

　　　　　　　　　　標準肢誘導法
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僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（2）

　　　　　　　　　　Case　No　　14　　Japanese　Spaniel

　　　　　　　　　　8カ月後の所見
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F' ig. 12 - 4 

イ曽帽弁閉鎖不全症における 心電図の経時的変化(4 ) 

Case No 14 Japanese Spaniel o 8.0才

12カ月 後の所見

標準肢 誘導法
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僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（2）

　　　　　　　　　Case　No　23　Maltese　♀　8．0才

　　　　　　　　　初診時の所見
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僧帽弁閉鎖不全症における心電図の経時的変化（3）

Case　NO 23 Maltese ♀ 8．0才

12カ月後の所見
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僧帽弁閉鎖不全症の心音図所見

症例賑 pic－up Fl且ter 心音図のtype 心内雑音の最強部位 備　　　　　　　考

5 僧帽弁口部 M．H． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸増一漸減性
8 僧帽弁口部 M．H． 収縮期性 僧帽弁一部 漸減性，第頁音

10 僧帽弁口部 Ll．M．H．E． 収縮期性 僧帽弁一部 漸減性
11 僧帽弁口部 L．M．H． 収縮期性 僧帽弁一部 漸増一漸減性（Nori・dudes　L　I）
12 僧帽弁口部 1」．M．H．E 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
14 僧帽弁口部 L．M．H． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸増一漸減性
15 僧帽弁口部 H 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
23 僧帽弁口部 L．M．H．E． 収縮期性 僧帽弁口部 漸増一漸減性（Norincl囲es　D
30 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
31 僧帽弁口部 M．H． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
33 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁ロ部 持続性
36 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
38 僧帽弁口部 L．M．H．E． 収縮期性 僧帽弁口部 漸増一漸減性（Non－incl駅ies　I』）

40 僧帽弁口部 正．M．H．E． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
42 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
43 僧帽弁口部 H 全収縮期持続性 僧帽弁二部 漸増一漸減性．持続性
52 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸減性
54 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸減性
60 僧帽弁ロ部 1、．M．H．E 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸減性
61 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
62　、 ’僧帽弁口部 M 収縮期性 僧帽弁口部 持続性（Non－includes置）

63 僧帽弁口部 M 収縮期性 僧帽弁口部 持続性（Non－includes　I）

A－1 僧帽弁口部 M1．H． 全収縮期性 僧帽弁口部 漸減性

A－2 僧帽弁口部 M1．H． 全収縮期性 僧帽弁口部 漸減性

A－3 僧帽弁口部 M1．H．M 全収縮期性 僧帽弁口部 漸減性

A－4 僧帽弁口部 M1．H． 全収縮期性 僧帽弁口部 漸減性

A－5 僧帽弁口部 M1．M2．H． 全収縮期性 僧帽弁口部 漸減性

A－6 僧帽弁口部 M1．H， 全収縮期性 僧帽弁口部 漸増一漸減性

A－7 僧帽弁口部 MlH　●　　　　　　● 全収縮期性 僧帽弁口部 漸増一面三牲

A－8 僧帽弁口部 MlH　o　　　　　　● 全収縮期性 僧帽弁ロ部 漸減性
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僧帽弁閉鎖不全症第工病期の心音図
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Fig．　14－2
僧帽弁閉鎖不全症第1病期の心音図
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　　　　僧帽弁閉鎖不全症第コ＝［病期の心音図

　　　　　Gase　1＞0　　43　　Maltese　　ε　　　9．0才

ll…幽

i．・馴

冊絹…｝，．

＃響・

1

巨
ロ
田
狙
．
．

轟
1
1日

三二顯ill

燃：翻：晒i掘

措㈱耀躍

Case　NO　　62

　　　　！

　　　　電

　　　　署

　　　一　　　1

　　　　ロ　ロい　ロサ　　　　ロ

　　　　　「「

：　l　l　’
　ヨ1　　　　　幽　」，

　　　ll
ii．，ii、

　　　　　

1：ill
M一中音域

lli高論1…lll繍高曇lllllii鼎

Japanese　Spaniel　♂　12．0才

　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I’

　　　　　　！1　　　　皿　　　1

　　　　　　　　虹　　　　　i，
　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　1’1　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　l

iill．糊∴；：［ill翻

柔焉

9
－
5

帯
汁
－

与
；
一
了
，

　　　　’！

　　　　　3

　　　　　ll

　　　ll．liじ…　　　　　　　　　　　　　　1一
　　　．・，；　　1

　　僧帽弁ロ部
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僧帽弁閉鎖不全症第IV病期の心音図

　　　　　　　　Case　No　5　Malte8e　♀　12．0才
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沖11
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僧帽弁閉鎖不全症第IV病期の心音図
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Tab：Le　10

僧帽弁閉鎖不全症に於ける心音図の経時的変化

症例M 経過日数 Pic一叩 Fi且ter 心音図のty陶 心内雑音の最強部位 備　　　　　考

10 初診時 僧帽弁口部 M．H． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸減性（什）

15ヵ月 僧帽弁ロ部 MH　●　　　　　　●

全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸増一漸減性（冊）

12 初診時 僧帽弁口部 L．M．H．E． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性

7ヵ月 僧帽弁口部 L．M，H．E． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
14 初診時 僧帽弁口部 M．H． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸増一漸減性

8ヵ月 僧帽弁口部 M．H． 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸増一漸減性
15 初診時 僧帽弁口部 H 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性

12ヵ月 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
23 初診時 僧帽弁口部 1．．M．　H．E． 収縮期性 僧帽弁口部 漸増一漸減性（N・n－i㏄1ωesD

心雑音は前回に比して減少

12カ月 僧帽弁口部， H 収縮期性 僧帽弁口部 漸減性（Non－lncMes　1）

30 初診時 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸減性

11ヵ月 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性
42 初診時 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 持続性

6ヵ月 僧帽弁口部 M 全収縮期持続性 僧帽弁口部 漸減性．第皿音

、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　18－1

僧帽弁閉鎖不全症における心音図の経時的変化（1）
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Fig・　19－1
僧帽弁閉鎖不全症における心音図の経時的変化（1）　　・

　　　　　　　　　Case　No　14　Japanese　Spanlel　♂　8．0才

　　　　　　　　　初診時の所見
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僧帽弁閉鎖不全症における心音図の経時的変化（2）
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　　　　　　　　　8ヵ月後の所見
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僧帽弁閉鎖不全症のAngiocardlograPhy

Casθ　四〇　　A－l　　Malte8e

心胸郭部比　57．8％
第工1エ病期の逆流血行

♂　4．0才

F19．20

左冶心室比1：2．0
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A．　L－V方向撮影　　B。　D－V方向撮影

LA一左房　　LV一左室
AO一大動脈
逆流血行がみられる）

　　　　　　RA一右房　　RV一斗室
MV一僧帽弁ロ（心収縮期に左室から左房への



F19．21
僧帽弁閉鎖不全症のAngiocardiography

　　　　　　　Case　No　A－2　Maltese．　♂　6．0才
　　　　　　　心胸郭比　56。0％　　　左右心室比　1：2．0
　　　　　　　第IV病期の逆流血行
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Ca8θNO　A－4　鵬ltese　♀　ll．0才
心胸郭比　68．7％　　　左右心室比　1：2．0
第工V病期の逆流血行
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L－V方向撮影

LA一左房　　LV一左室　　RA一右房　　RV一右室
PV一肺静脈　AO一大動脈　AV一大動脈弁ロ
MV一僧帽弁ロ（心収縮期に左室から左房への逆流血行がみられる）



僧帽弁閉鎖不全症のAnglocardiography

　　　　　　　Ca8e　No　　A一一5　　Japa11e8e　．Spanlel
　　　　　　　心胸郭比　67．8％　　　左右心室比
　　　　　　　第IV病期の逆流血行

　　Fig．22

♀　8．0才

1：1．5

A．　左室造影　L－V方向撮影　　B．　右室造影　L－V方向撮影

LA一左房　　L’V一左室　　RV一右室　　AO一大動脈
AV一一大動脈弁ロ　　MP一主肺動脈　　PA一肺動脈
TV一三尖弁ロ　　MV一僧帽弁ロ（心収縮期に左室から
左房への逆流血行がみられる）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fllg．　25－1

僧帽弁閉鎖不全症における心臓血’ ﾇ内圧（1）
　Ca8e　NO　A－4　Malt68e　♀　11．0才

　　　　　　　第工V病期
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僧帽弁閉鎖不全症の剖検所見
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Fig．33

僧帽弁閉鎖不全症の病理組織所見
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Fig．34

僧帽弁閉鎖不全症の病理組織所見
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Fig．41

実験例における機能的僧帽弁閉鎖不全のX線所見
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Fig．　42

器質的僧帽弁閉鎖不全の心血管内圧
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器質的僧帽弁閉鎖不全の心音図
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Fig．　48－1

器質的僧帽弁閉鎖不全の心電図

第工病期
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Fig．　48－2

閉鎖不全10日後
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120日後閉鎖不全
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flg●　49－1

実験例における器質的僧帽弁閉鎖不全のX線所見

　　　　　　　B－4　　（1）

A

　　　　毫

A．　腱索切断前　　B．　腱索切断後

AO一大動脈　　LV一左室　　LA一左房（逆流血行）



Fig．　49－2

B－4 （2）

C．　10日後 D．　120日後

AO一大動脈　　LV一左室
PV一肺静脈（逆流血行）

LA一左’房（逆流血行が著明）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flg．50・一1

実験例における器質的僧帽弁閉鎖不全のX線所見

　　　　　　　B－7　　（1）
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A・一大動脈　LV一左室　LA一左房（逆流血そテ）
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Fig．50・一・2

B－7 （2）
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G．　10日後　　　D．　120日後

AO一大動脈　　LV一左室　　LA一左房



Fig．51

実験例における器質的僧帽弁閉鎖不全の剖検
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LA一左房　　LV一左室
弁輪の増生）

SC一中隔弁（腱索が切断された



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flg．52
実験例における器質的僧帽弁閣鎖不全の剖検
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LA一左房　　LV一左室　　MC一遊離壁弁（弁輪の血様浮腫）
SG一中隔弁（腱索が切断され弁輪の血様浮腫）



F19．53

実験的僧帽弁閉鎖不全の病理組織所見

Ca80　NO　　B－5 4カ月後

第IIエ病期

’一

A一心内膜
F一線維

ワンギーソン染色 ×16

B一左室壁　　C一僧帽弁　　D一結合組織



Flg．54

実験的僧帽弁閉鎖不全の病理組織所見

Ca8θNO　B－5 4カ月後
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H居染色　　　10×5

A一増生した線維
D一浮腫

B一細胞浸潤　　C一結合組織


